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小楠学の儒教的思想形態について（今中）

一
【
要
約
】
横
井
小
楠
は
肥
後
藩
校
時
習
館
に
お
け
る
二
五
年
に
渉
る
朱
子
学
の
学
習
と
そ
の
後
の
研
究
生
活
に
お
い
て
完
全
な
儒
学
者
と
し
て
の
実
力
を
一

一
備
え
て
い
た
。
ま
た
そ
の
学
殖
が
小
楠
の
思
想
や
諸
事
業
に
基
本
的
原
理
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
小
楠
学
の
著
し
い
特
色
が
あ
る
。
小
楠
の
思
想
史
的
一

一
事
業
を
列
挙
す
る
な
ら
ば
、
実
学
講
学
と
実
学
党
に
よ
る
時
習
館
の
経
営
、
福
井
藩
に
お
け
る
教
学
と
落
政
の
改
革
、
開
国
論
の
提
唱
、
実
学
豪
農
党
の
一

一
結
成
、
キ
リ
ス
ト
教
研
究
、
倒
幕
列
藩
同
盟
の
運
動
等
が
あ
り
、
小
楠
没
後
の
影
響
と
し
て
は
、
実
学
豪
農
党
の
維
新
藩
政
権
、
熊
本

e

ハ
ン
ド
の
結
成
及
一

一
び
同
志
社
と
同
志
社
教
会
の
指
導
等
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
一
連
の
小
楠
の
事
業
は
、
す
べ
て
小
楠
の
「
実
学
」
あ
る
い
は
「
完
舜
一

一
孔
子
の
道
」
「
唐
虞
三
代
の
道
」
と
い
う
新
儒
学
説
の
原
理
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ
て
い
る
。
肥
後
藩
教
学
史
上
に
は
、
関
斎
学
・
但
徐
学
・
水
戸
学
・
蕃
一

一
山
学
・
陽
明
学
等
の
、
氷
い
伝
統
が
あ
り
な
が
ら
、
小
楠
の
依
拠
し
た
学
聞
は
、
時
習
館
成
立
の
宝
謄
期
に
活
躍
し
た
大
塚
退
野
の
学
で
あ
り
、
退
野
学
は
一

一
十
六
世
紀
朝
鮮
の
李
退
渓
の
学
問
に
淵
源
す
る
。
退
渓
の
『
自
省
銀
』
は
朝
鮮
役
に
日
本
に
伝
来
し
、
閣
斎
学
と
退
野
学
が
そ
の
後
嗣
で
あ
る
。
退
渓
学
一

一
は
朱
烹
を
尊
奉
す
る
純
粋
朱
子
学
で
、
こ
と
に
後
世
の
朱
子
学
の
訓
詰
的
文
学
的
側
面
を
排
斥
し
て
現
実
の
倫
理
と
経
世
の
姿
勢
を
正
す
こ
と
を
本
領
と
一

一
す
る
。
退
渓
の
「
発
端
興
起
」
と
退
野
の
「
立
志
・
木
領
」
は
そ
の
点
き
わ
め
て
道
義
主
義
的
で
、
こ
れ
を
「
実
学
」
と
も
称
す
る
が
、
そ
の
場
合
の
一

一
「
実
学
」
は
道
義
的
本
領
が
同
時
に
実
効
に
直
結
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
朱
奈
の
い
わ
ゆ
る
「
実
学
」
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
朱
子
の
二
元
一

一
論
は
、
理
と
気
、
問
学
と
修
己
の
よ
う
に
、
つ
ね
に
普
遍
が
個
別
に
先
行
す
る
。
こ
れ
に
反
し
陽
明
学
に
お
い
て
は
個
別
が
汎
神
論
的
に
一
元
の
座
を
回
一

一
執
し
、
「
良
知
」
は
中
国
の
場
合
、
き
わ
て
め
て
中
国
的
で
あ
る
と
同
時
に
「
心
」
的
に
特
殊
で
あ
る
。
小
補
学
は
実
効
に
傾
斜
し
て
朱
子
学
を
否
定
す
一

一
る
場
面
さ
え
あ
っ
た
が
、
朱
子
学
的
二
元
論
に
踏
み
止
ま
っ
た
が
故
に
西
洋
を
理
解
し
得
た
。
以
上
の
よ
う
な
小
捕
の
思
想
の
形
態
と
系
列
に
つ
い
て
論
一

一

証

す

る

の

が

本

稿

の

目

的

で

あ

る

。
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横
井
小
楠
（
一
八

O
九
i
六
九
）
は
、
肥
後
藩
奉
行
職
横
井
大
平
時

1 

実
学
党
と
退
野
学

直
の
次
男
で
、
横
井
家
は
熊
本
内
坪
井
町
に
あ
っ
て
代
々
一
五

O
石
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を
食
む
下
士
層
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
小
楠
は
八
歳
で
藩
校
時
習
館
に

入
り
、
時
習
館
居
寮
長
に
な
っ
た
の
は
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
、
二

九
歳
の
年
で
あ
る
。
肥
後
藩
校
時
習
館
は
藩
士
の
子
弟
の
教
育
機
関

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
時
に
こ
れ
は
か
れ
ら
の
唯

一
の
登
龍
円
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
文
武
芸
の
上
で
の
激
烈
な
生
存

競
争
が
あ
っ
た
。
句
読
斎
・
習
書
斎
・
講
堂
と
、
順
を
追
っ
て
進
級

し
、
最
後
に
居
寮
生
の
段
階
ま
で
生
き
残
る
に
は
余
程
の
天
分
と
努

力
を
必
要
と
し
た
。

さ
ら
に
居
寮
長
（
塾
長
）
に
抜
擢
さ
れ
る
こ
と

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
肥
後
藩
最
高
の
人
材
を
意
味
す
る
。
し
か
し

そ
の
裏
に
は
郷
党
連
の
党
争
も
か
ら
み
、
こ
れ
ら
を
克
服
し
て
勝
者

の
位
置
に
つ
い
た
小
楠
の
人
物
才
能
は
、
客
観
的
に
見
て
も
抜
群
と

い
っ
て
支
障
な
い
。

つ
い
で
天
保
一

O
（
一
八
三
九
）
年
、

藩
侯
か

ら
江
戸
遊
学
を
命
じ
ら
れ
た
小
楠
は
時
に
三
一
歳
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
明
治
の
高
級
官
僚
候
補
者
の
海
外
留
学
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
。

江
戸
遊
学
中
の
小
楠
が
特
に
努
力
し
た
点
は
、
佐
藤
一
斎
・
藤
田
東

湖
・
松
崎
機
堂
ら
高
名
の
新
知
識
と
交
際
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

か
し
藩
老
長
岡
監
物
（
米
国
是
容
）
が
あ
れ
程
注
意
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、

つ
い
に
酒
失
の
悪
癖
の
た
め
、

（
一
八
四
O
）
年

天
保

に
は
帰
国
逼
塞
を
命
じ
ら
れ
た
。

帰
国
後
の
小
楠
は
家
督
を
つ
い
だ
兄
時
明
の
厄
介
者
で
し
か
な
か
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っ
た
が
、
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年
に
家
老
長
岡
監
物
ら
と
実
学
講

34 

学
の
会
を
始
め
、

弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
ま
で
約
五
カ
年
、

カ

月
に
五

O
回
を
越
す
会
読
を
行
っ
た
。
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
に

は
『
実
学
党
綱
領
』
を
草
定
し
て
、
林
家
流
の
時
習
館
の
句
読
の
学

に
対
し
、
倫
理
・
政
治
に
本
源
的
な
哲
学
を
用
意
す
る
実
学
実
芸
を

か
く
て
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
に
は
、

と
な
え

主
細
川
斉
護
か
ら
長
岡
監
物
が
文
武
芸
借
方
に
任
ず
る
直
書
を
受
け
、

提
唱
し
た
。

第
一
一
代
藩

時
習
館
学
校
党
に
対
し
、
監
物
・
小
楠
ら
野
党
実
学
党
の
勝
利
が
決

定
し
、

こ
れ
よ
り
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
ま
で
の
約
八
年
間
、

実

学
党
が
時
習
館
を
経
営
し
た
。
し
か
し
同
年
、
学
校
党
の
反
撃
で
実

学
党
は
失
脚
し
、
小
楠
は
上
国
遊
歴
の
旅
に
出
、
つ
い
に
維
新
ま
で
、

実
学
党
は
二
度
と
藩
政
権
の
座
に
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
嘉
永
五

（
一
八
五
二
）
年
比
は
福
井
藩
の
召
命
に
応
じ
、
小
楠
は
『
学
校
問
答

書
』
を
草
し
て
福
井
藩
の
教
学
改
革
に
献
策
し
、
こ
こ
で
由
利
公
正

や
長
州
の
村
田
清
風
、
吉
田
松
陰
ら
に
知
遇
を
得
て
い
る
。
嘉
永
六

（
一
八
五
＝
己
年
、
ペ
リ
l
来
航
に
際
し
、
幕
府
の
川
路
聖
護
に
『
夷

虜
応
接
大
要
』
を
贈
っ
て
富
国
強
兵
に
よ
る
撰
夷
を
主
張
す
る
。
安

政
元
（
一
八
五
四
）
年
、

四
五
歳
の
時
、
小
楠
は
、
兄
時
現
の
死
去



の
跡
に
、
二

O
O石
番
方
の
家
督
を
つ
い
だ
。

つ
い
で
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
は
、
小
楠
の
君
子
豹
変
の
画
期
と

血
や
ま
っ

し
て
注
目
す
べ
き
年
で
あ
る
。
熊
本
郊
外
の
沼
山
津
に
あ
っ
て
、
撰

夷
論
か
ら
開
国
論
で
ま
た
実
学
党
か
ら
実
学
豪
農
党
へ
、
小
楠
は

か
れ
の
思
想
と
政
治
の
姿
勢
転
換
を
宣
言
し
た
。
安
政
五

（
一
八
五

入
）
年
、
再
び
福
井
藩
の
召
命
に
応
じ
、
松
平
春
岳
の
政
治
顧
問
に

万
延
元
（
一
八
六

O
）
年
に
は
、

備
わ
り
、

春
岳
に
『
藩
政
改
革
綱

領
ι＝ 

を
献
策
し
、

文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
か
ら
同
三
年
に
か
け
て

は
、
福
井
・
江
戸
の
聞
を
盛
ん
に
往
来
し
て
、
倒
幕
列
藩
同
盟
を
画

策
し
た
。
し
か
し
春
岳
の
失
脚
と
藩
論
の
急
変
の
た
め
、
こ
れ
は
つ

い
に
失
敗
に
終
り
、
つ
い
で
江
戸
で
は
再
び
事
件
を
起
し
た
小
楠
は

後
藩
で
は
小
楠
の
土
席
を
回
復
し
て
召
命
に
応
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

か
く
て
小
楠
は
上
京
し
て
徴
土
に
任
じ
、
従
四
位
下
、
参
与
と
し
て

明
治
二

京
都
下
御
霊
神
社
西
入
、
口
入
屋
の
大
垣
屋
に
寓
居
し
、

（
一
八
六
八
）
年
一
月
五
日
、
参
朝
の
途
上
、
十
津
川
等
の
浪
士
に

襲
わ
れ
て
落
命
し
た
。
時
に
小
楠
は
六

O
歳
で
あ
っ
た
。

小
楠
の
事
歴
の
概
略
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
小
楠
の
思
想
系

列
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
か
れ
の
時
習
館
時
代
の
儒
学
と
、
天
保

一
二
年
の
実
学
講
学
時
代
の
儒
学
が
ど
の
学
派
に
属
す
る
か
を
、
か

れ
の
経
歴
の
中
で
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
楠
が
時
習
館
に

学
ん
だ
時
期
は
、
文
化
二
二
年
か
ら
天
保
一

O
年
ま
で
の
二
四
年
間

で
あ
り
、

そ
の
聞
の
時
習
館
教
授
は
辛
島
才
蔵
（
塩
井
）
と
近
蔵
英

肥
後
藩
士
の
士
籍
を
差
し
放
た
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
維
新
ま
で
の
約
助
（
淡
泉
）
で
あ
る
。

六
年
に
時
習
館
訓
導
、
文
化
元
年
に
時
習
館
助
教
、
文
政
四
年
に
時

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

六
年
間
、
小
楠
は
沼
山
津
に
隠
棲
し
て
も
は
や
正
式
に
は
武
士
の
身

分
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
間
、
沼
山
津
へ
は
坂
本
龍

馬
・
井
上
毅
・
元
田
永
字
・
下
山
尚
・
村
田
氏
寿
ら
が
訪
れ
、
ま
た

勝
海
舟
に
甥
の
左
平
太
・
大
平
を
預
け
、
慶
応
一
一
一
（
一
八
六
七
）
年
に

は
春
岳
に
維
新
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
献
じ
る
等
、
小
楠
の
活
躍
は

決
し
て
衰
え
て
は
い
な
い
。
こ
の
年
、
肥
後
藩
に
対
し
京
都
維
新
政

府
か
ら
小
楠
登
用
の
召
命
が
あ
り
、

明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
、

辛
島
塩
井
（
一
七
五
四
1
一
八
三
九
）
は
天
明

習
館
第
四
代
教
授
と
な
り
、
天
保
一

O
年
に
教
授
職
を
退
い
て
い
る
。

従
っ
て
小
楠
が
時
習
館
に
学
ん
だ
全
期
聞
は
塩
井
の
時
代
で
あ
っ
た

こ
と
と
な
る
。
塩
井
は
大
塚
退
野
に
私
淑
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
長
子
辛
島
多
善
次
の
編
し
た
『
先
府
君
塩
井
先
生
行
状
』
に
は
、

「
我
人
に
於
て
概
ね
好
悪
す
る
所
な
し
、
然
れ
ど
も
往
々
実
学
を
以

35 ( 35) 

m~. 

て
自
ら
飾
り
、
好
ん
で
人
の
短
を
指
摘
し
、
高
談
劇
論
し
て
、
務
め



て
快
を
一
時
に
取
る
、
此
等
は
風
俗
を
壊
す
の
尤
な
る
も
の
な
り
。

①
 

是
れ
我
が
大
い
に
悪
む
所
な
り
」
と
あ
り
、
寛
政
異
学
禁
後
の
当
時

に
あ
っ
て
は
、
林
家
流
の
朱
子
学
に
加
担
し
て
、
後
年
の
小
楠
の
実

学
を
異
端
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
時
習
館
の
公
式
の
学
聞
が
こ

の
よ
う
な
意
味
で
の
朱
子
学
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
居
寮
長
の
小
楠

も
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
は
朱
子
学
の
信
奉
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
楠
の
も
う
一
人
の
教
官
近
蔵
淡
泉
（
一
七
七
四

t
一
八
五
二
）
は
、

寛
政
一
二
年
に
時
習
館
訓
導
、
天
保
一
二
年
に
時
習
館
第
五
代
教
授

に
任
じ
、
淡
泉
の
墓
誌
銘
に
、

「
異
学
を
排
斥
し
、
正
道
を
保
護
す

る
を
、
以
て
己
が
任
と
な
し
、
深
く
学
者
の
浮
華
虚
飾
の
失
を
戒
し

む
O
i－
－
－
嘗
て
歎
じ
て
日
く
、
孤
山
の
文
、
紫
漢
の
精
神
は
、
わ
が

敬
畏
す
る
所
に
し
て
、
加
う
る
に
井
某
の
諸
記
を
以
て
す
れ
ば
、
海

②
 

西
も
亦
応
に
一
碩
儒
を
出
だ
す
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
淡
泉
も
ま

た
林
家
正
学
の
徒
で
あ
っ
た
。
な
お
厳
孤
山
・
高
本
紫
慎
・
辛
島
塩

井
は
そ
れ
ぞ
れ
時
習
館
第
二
・
三
・
四
代
教
授
で
あ
る
が
、
右
の
文

中
に
、
孤
山
の
文
、
紫
漢
の
精
神
、
塩
井
の
諸
記
と
あ
る
の
は
、
当

時
の
肥
後
藩
に
お
け
る
世
評
と
し
て
興
味
深
い
。

時
習
館
の
閲
創
は
藩
主
細
川
重
賢
の
宝
暦
二
年
に
計
画
さ
れ
、
同

四
年
に
落
成
、
同
五
年
に
秋
山
玉
山
（
一
七
O
二
I
六
三
）
が
初
代
教

「
玉
山
は
程
朱
学

授
に
任
じ
ら
れ
た
。
玉
山
の
学
統
に
つ
い
て
は
、

に
非
九
」
と
い
う
後
世
の
憶
測
も
あ
る
よ
う
に
、
朱
子
学
が
中
心
で

あ
っ
た
に
し
て
も
相
当
幅
の
広
い
学
聞
を
し
た
人
の
よ
う
で
あ
る
。
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玉
山
の
墓
碑
銘
に
、

「
ロ
巴
の
老
生
梅
園
史
、
府
文
学
扉
山
翁
は
、
た

ま
た
ま
其
の
春
秋
の
微
旨
を
発
く
を
見
て
、
歎
じ
て
日
く
、
は
た
測

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
。
詩
を
善
く
し
書
法
に
精
し
く
、
凡
百
の
技

④
 

芸
一
見
し
て
其
の
妙
を
悟
り
、
人
の
意
表
に
出
で
ざ
る
な
し
」
と
あ

る
よ
う
に
、
玉
山
の
盲
目
水
足
扉
山
や
三
浦
仰
園
と
交
渉
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
水
足
扉
山
と
そ
の
子
博
泉
は
祖
彼
と
文
章
を
通
じ
て

親
交
が
あ
り
、
玉
山
は
儒
学
以
外
に
詩
や
書
法
・
絵
画
に
も
通
じ
て

い
て
、
い
か
に
も
譲
園
好
み
の
人
物
で
あ
っ
た
。
後
年
、
玉
山
の
伝

統
が
小
楠
に
も
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
次
の
文
章
に
明
ら
か
で
あ
る
。

「
先
生
田
林
家
の
学
は
新
注
と
雄
も
、
此
辺
の
学
と
は
異
な
り
、
先

最
初
は
二
十
一
史
や
古
注
な
ど
を
見
て
、
力
づ
き
て
後
新
注
を
見
候

事
な
り
、
是
も
理
あ
る
こ
と
な
り
、
此
辺
の
程
朱
学
は
只
大
全
計
を

⑤
 

読
な
り
、
夫
に
て
は
大
に
進
む
こ
と
は
成
り
難
し
と
申
さ
れ
候
」
と
。

こ
の
よ
う
に
古
注
・
新
注
を
併
用
し
、
永
楽
四
書
大
全
に
よ
る
朱
子

学
の
間
接
研
究
を
排
斥
す
る
な
ど
、
玉
山
に
は
小
楠
の
広
い
学
問
と

共
通
す
る
点
が
甚
だ
多
い
。
時
習
館
第
二
代
教
授
蔽
孤
山
（
一
七
三
五



ー
一
八

O
一一）

は
薮
慎
蓄
の
第
二
子
で
、

明
和
三
年
に
時
習
館
教
授

に
任
じ
、
寛
政
二
一
年
に
退
職
し
て
い
る
。
し
か
し
寛
政
元
年
に
辞

職
を
申
し
出
て
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
よ
り
殆
ん
ど
孤
山

は
学
校
に
出
仕
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
孤
山
の
学
問
傾
向
と
寛

政
二
年
の
異
学
禁
と
に
関
係
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
孤
山
の
学
統

に
つ
い
て
は
、

そ
の
門
弟
薩
摩
藩
赤
崎
彦
齢
に
与
え
た
送
別
の
辞
に
、

「
宋
の
程
朱
二
子
に
至
っ
て
深
く
始
を
求
め
て
得
た
り
。
其
学
朝
鮮

の
李
退
撲
に
伝
わ
り
、
退
渓
こ
れ
を
我
が
国
の
山
崎
闇
斎
に
伝
え
、

闇
斎
こ
れ
を
先
府
君
慎
奄
先
生
に
伝
え
、
先
生
こ
れ
を
吾
に
伝
え
、

⑤
 

今
こ
れ
を
汝
に
伝
う
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
朱
子
学
の
正
統
が
朝
鮮

の
李
退
渓
か
ら
山
崎
闇
斎
へ
、
次
い
で
闇
斎
か
ら
薮
慎
奄
へ
伝
承
さ

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

れ
た
と
孤
山
が
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
伝
承
の
経
路

は
、
大
塚
退
野
の
退
渓
学
に
慎
蓄
が
協
力
し
た
と
見
る
の
が
一
般
の

⑦
 

通
説
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
孤
山
の
学
は
退
渓
学
・
退
野
学

・
悶
斎
学
の
系
列
に
属
し
、
そ
の
上
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

山
の
文
」
は
父
慎
奄
譲
り
の
該
国
の
文
辞
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
っ

③
 

た
。
以
上
の
よ
う
な
孤
山
の
学
問
傾
向
が
寛
政
二
年
の
時
点
に
お
い

て
時
習
館
の
公
式
の
学
問
と
し
て
不
穏
当
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に

か
た
く
な
い
。

し
か
し
孤
山
の
学
統
は
薩
摩
藩
の
赤
崎
彦
齢
（
海
門
）

一－－，

IJ.il 

に
伝
え
ら
れ
、
彦
齢
は
造
土
館
の
開
創
の
こ
と
に
従
っ
て
、
し
ば
ら

く
孤
山
の
退
野
学
が
薩
・
昨
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。

時
習
館
第
三
代
教
授
高
木
紫
慎
（
一
七
三
八

l
一
八
二
ニ
）

は
天
明

八
年
に
教
授
職
に
任
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
丁
度
、
寛
政
二
年
の
異

学
禁
に
遭
遇
す
る
勘
定
で
あ
る
。
紫
湿
い
は
も
と
朝
鮮
王
の
庶
族
李
宗

聞
の
一
族
で
、
文
禄
の
役
に
捕
虜
と
な
り
、
当
時
の
肥
後
藩
主
細
川

③
 

忠
利
が
引
き
取
っ
て
高
木
の
姓
を
与
え
、
紫
浜
は
そ
の
五
世
の
子
孫

で
あ
る
。
退
渓
学
等
の
朝
鮮
儒
学
が
肥
後
の
地
で
繁
栄
し
た
の
は
、
閤

斎
学
と
は
別
に
李
氏
一
族
の
も
た
ら
し
た
も
の
と
見
る
の
が
正
し
い

ょ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
述
し
た
い
。
し
か

し
紫
慌
の
学
問
に
つ
い
て
は
、
『
紫
浜
先
生
詩
集
一
巻
』
『
紫
浜
先
生

＠
 

遺
稿
六
巻
』
を
渉
猟
し
て
も
、
単
に
伊
洛
の
学
を
精
究
し
た
と
あ
る

だ
け
で
、
退
渓
学
や
退
野
学
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
紫
演
は
む
し
ろ

村
田
春
海
・
加
藤
千
蔭
・
本
居
宣
長
ら
と
交
り
、
時
習
館
に
国
学
を
加

え
る
よ
う
献
策
し
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

寛
政
期
及
び
そ
れ
以
後
の
時
習
館
教
授
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
無
難

な
人
物
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
く
て
「
孤
山
の
文
」
は
回

沼
時
代
の
学
芸
の
自
由
を
持
ち
、

ー－－，

紫
i実
の
精
神
」ー

は
寛
政
期
の
正
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学
に
蝿
態
を
一
示
し
、

「
塩
井
の
諸
記
」
は
天
保
期
に
お
け
る
藩
学
の
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老
衰
を
意
味
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
肥
後
藩
校
時
習
館
の
学
問

的
人
格
的
固
形
化
の
時
期
に
、
長
岡
監
物
・
横
井
小
楠
ら
の
実
学
会

読
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

た
ま
た
ま

（
天
保
十
二
年
）
会
A
長
岡
大
夫
史
学
に
士
山
し
横
井
子
・
荻
子
及
余
（
元

田
永
字
）
を
招
き
通
鍛
綱
目
を
会
読
す
。
大
夫
骨
て
山
崎
・
浅
見
二
先

生
を
信
じ
て
経
学
に
得
る
所
あ
り
、
道
徳
忠
誠
之
を
天
資
に
得
て
学
ぶ

所
最
も
義
理
に
在
り
、
但
歴
史
に
渉
ら
ざ
る
を
以
て
横
井
子
を
延
て
史

学
を
講
ず
る
な
り
。
：
：
：
是
に
於
て
大
夫
に
請
ひ
先
づ
近
思
録
の
会
読

よ
り
始
む
、
是
を
長
岡
大
夫
・
下
津
・
横
井
二
先
生
・
荻
子
、
余
と
会

合
の
始
に
し
て
実
学
の
権
輿
と
や

実
学
の
会
読
は
小
楠
が
酒
失
で
帰
国
禁
足
を
命
じ
ら
れ
た
天
保
一

二
年
に
始
ま
り
、
藩
家
老
長
岡
監
物
・
藩
奉
行
下
津
休
也
・
横
井
小

楠
・
荻
昌
国
・
元
田
永
字
ら
が
最
初
の
会
員
で
、
そ
の
後
、
尾
藤
助

之
丞
・
松
野
豆
・
上
月
免
毛
、
蔽
三
左
衛
門
、
牧
多
門
助
・
志
水
新

丞
ら
の
門
閥
出
身
者
を
始
め
、
湯
地
大
右
衛
門
・
津
田
山
三
郎
・
神

足
十
郎
助
・
沢
村
尉
左
衛
門
・
原
田
作
助
・
吉
村
嘉
謄
太
ら
小
楠
の

郷
党
坪
井
・
京
町
連
も
多
く
参
加
し
た
。
し
か
し
監
物
が
朱
子
学
の

実
践
を
説
く
近
思
録
を
講
じ
、
祖
彼
が
朱
子
の
史
的
人
物
に
対
す
る

き
び
し
い
批
判
を
非
難
し
た
資
治
通
鑑
網
目
を
講
じ
、
正
式
の
会
読

に
ま
で
発
展
す
る
ま
で
に
は
な
お
幾
多
の
前
史
が
あ
っ
た
。
元
回
、
氷

学
は
天
保
一
二
年
時
習
館
を
退
い
て
か
ら
、
荻
昌
国
・
鎌
田
左
一
郎

⑫
 

－
厳
惣
左
衛
門
ら
と
祖
株
・
蕃
山
の
書
や
孟
子
・
論
語
・
大
学
を
会

38 ( 38) 

読
し
、
小
楠
が
帰
国
し
て
か
ら
は
、
荻
昌
国
・
鎌
田
左
一
郎
ら
が
肝

煎
と
な
っ
て
監
物
・
小
楠
を
中
心
と
す
る
実
学
会
読
に
ま
で
進
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
長
岡
監
物
は
闇
斎
・
綱
斎
ら
の
崎

門
学
か
ら
、
元
田
永
字
・
荻
昌
国
・
鎌
田
左
一
郎
・
蔽
惣
左
衛
門
は

祖
徳
学
や
蕃
山
の
陽
明
学
を
経
由
し
て
、
つ
い
に
純
粋
朱
子
学
に
た

ど
り
つ
い
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
学
聞
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
か

っ
て
時
習
館
及
び
肥
後
藩
士
人
の
聞
に
入
り
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に

か
枯
渇
し
て
し
ま
っ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
奨
学
会
読
は
、
そ
の

意
味
で
、
肥
後
藩
学
の
反
省
で
あ
り
、
総
決
算
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

小
楠
も
こ
の
時
期
に
、
自
己
の
前
半
生
の
学
聞
を
反
省
し
、
期
せ
ず

し
て
監
物
ら
同
志
と
同
様
に
純
粋
朱
子
学
へ
の
道
に
踏
み
切
っ
た
。

時
に
横
井
子
江
府
よ
り
帰
り
、
其
江
府
に
在
る
酒
後
の
過
失
に
困
て
官

の
賞
罰
を
受
け
七
十
日
禁
足
の
戒
に
服
し
門
を
杜
て
書
を
読
み
、
初
め

陽
明
の
書
を
読
み
直
に
其
学
の
偏
な
る
を
看
破
し
、
次
に
程
朱
の
蓄
を

説
て
其
純
正
な
る
聖
人
の
道
果
し
て
滋
に
在
り
と
信
じ
、
下
津
子
に
行

て
其
所
見
を
陳
し
、
荻
子
余
に
諮
る
に
此
理
を
以
て
河
。

小
楠
の
学
聞
の
自
己
反
省
も
、
や
は
り
天
保
ご
一
年
の
逼
塞
の
間



で
あ
っ
た
。
小
楠
の
場
合
、
陽
明
学
と
朱
子
学
の
対
比
か
ら
始
め
ら

れ
、
か
れ
も
ま
た
つ
い
に
純
粋
朱
子
学
に
帰
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る

が
、
陽
明
学
に
つ
い
て
も
肥
後
藩
に
は
顕
著
な
前
史
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
寛
文
か
ら
元
禄
に
か
け
て
の
北
島
雪
山
（
一
六
三
六

l
九
七
）
ら

の
心
学
党
追
放
事
件
で
あ
る
。
北
島
雪
山
は
肥
後
の
出
身
で
肥
後
藩

に
仕
え
て
四

O
O石
を
食
み
、
元
禄
元
年
に
陽
明
学
の
朋
党
の
指
導

者
と
し
て
追
放
さ
れ
た
。
雪
山
は
江
戸
を
始
め
全
国
に
聞
こ
え
た
陽

明
学
者
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
書
法
に
お
い
て
は
細
井
広
沢
の
師
と

し
て
当
代
一
流
の
聞
こ
え
が
あ
っ
た
。
ま
た
追
放
さ
れ
た
時
の
引
き

⑭
 

際
の
よ
さ
も
永
く
肥
後
の
語
り
草
と
な
っ
た
。
小
楠
が
陽
明
学
に
関

心
を
持
っ
た
こ
と
に
は
、
雪
山
に
始
ま
り
そ
の
後
も
肥
後
藩
に
は
伏

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

流
と
し
て
存
在
し
た
陽
明
学
の
伝
統
の
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
小
楠
ら
同
志
五
人
が
最
後
に
た
ど
り
つ
い

た
純
粋
朱
子
学
と
は
一
体
何
で
あ
っ
た
か
。

吾
邦
の
学
古
昔
は
論
ぜ
ず
慶
長
以
後
儒
者
輩
出
す
と
雄
ど
も
倫
己
治
人

道
徳
経
倫
真
に
道
を
学
び
得
た
る
は
熊
沢
先
生
に
し
て
、
其
後
は
吾
藩

の
先
輩
大
塚
退
野
・
平
野
深
淵
二
先
生
の
み
。
其
他
家
々
聞
く
こ
と
無

く
し
て
今
日
五
傍
五
人
斯
学
を
覚
得
す
る
は
独
一
身
の
宰
の
み
な
ら
ず

し
て
一
藩
の
幸
亦
天
下
の
幸
な
り
。
特
に
長
岡
大
夫
の
地
位
を
以
て
学

徳
共
に
備
は
れ
り
、
之
を
依
充
し
て
一
固
に
及
ぼ
し
推
て
天
下
に
及
ぼ

⑮
 

す
は
亦
難
き
に
非
ず
。

五
同
志
の
一
人
元
田
永
字
が
回
顧
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
学
党
が

そ
の
イ
デ
オ
ロ

1
グ
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
肥
後
の
先
哲
大
塚
退
野

（
一
六
八
八

l
一
七
五

O
）
と
そ
の
弟
子
平
野
深
淵
（
一
七

O
六
l
五
七
）
の

二
人
で
あ
っ
た
。
大
塚
退
野
は
肥
後
藩
御
番
方
二

O
O石
扶
持
の
藩

士
で
、
宝
暦
五
年
か
ら
開
校
さ
れ
た
時
習
館
の
初
代
教
授
秋
山
玉
山

市
叫
〕

と
対
立
し
て
玉
名
に
隠
棲
し
退
野
と
号
し
お
。
平
野
深
淵
は
肥
後
藩

穿
盤
頭
一
五

O
石
扶
持
の
刑
事
掛
で
、
大
塚
退
野
の
門
に
入
り
易
を

よ
く
し
旬
。
大
塚
退
野
は
醸
園
流
の
文
詩
書
画
の
閑
事
業
に
は
反
対

で
、
肥
後
藩
に
お
け
る
但
徐
学
の
流
行
に
激
し
い
非
難
を
浴
せ
て
い

る
。
こ
れ
に
反
し
、
但
株
と
交
渉
を
持
ち
な
が
ら
闇
斎
学
に
傾
倒
し

た
薮
慎
奄
に
は
心
か
ら
親
し
み
を
持
ち
両
者
が
協
力
し
て
肥
後
藩
の

教
学
を
復
興
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
闇
斎
学
に
つ
ら
な
る
退

野
も
、
細
川
重
賢
の
方
針
で
つ
い
に
は
時
習
館
と
藩
教
学
の
座
を
秋

山
玉
山
に
先
取
さ
れ
て
玉
名
に
隠
棲
し
、
退
野
学
は
こ
れ
よ
り
肥
後

藩
の
在
野
の
学
統
に
終
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
肥
後

藩
学
の
歴
史
は
天
保
二
一
年
の
実
学
五
同
志
に
よ
っ
て
見
逃
さ
れ
る

は
ず
は
な
く
、
元
田
永
学
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
実
学
党
は
退
野

( 39) 

学
へ
の
復
古
を
そ
の
旗
印
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
小
楠
も
、

拙
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＠
 

藩
中
真
儒
と
称
す
る
は
退
野
・
平
野
両
人
に
て
御
座
候
」
と
断
言
し

て
い
る
。
肥
後
実
学
党
の
学
統
は
以
上
の
よ
う
に
退
野
学
に
つ
ら
な

る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
退
野
学
の
学
統
は
大
陸
の
ど
の
学

統
に
求
め
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
、
退
野
は
自
ら
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

吾
れ
廿
入
よ
り
程
朱
の
学
に
志
す
。
其
の
前
陽
明
の
学
を
信
じ
て
良
知

を
見
る
が
如
く
に
あ
り
。
然
れ
ど
も
聖
教
に
引
き
合
せ
て
平
易
な
ら

ず
、
ひ
そ
か
に
疑
い
を
起
す
。
然
し
て
自
喰
認
を
読
み
、
内
に
程

朱
の
学
の
意
味
を
暁
り
、
始
め
て
志
し
候
也
。

退
野
は
二
八
歳
の
時
、
朝
鮮
の
朱
子
学
者
李
退
偽
（
一
五

O
一
i
七

O
）
の
『
自
省
録
』
を
読
ん
で
、
こ
れ
よ
り
終
生
純
粋
朱
子
学
の
信
奉
者

と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
至
る
ま
で
は
小
楠
と
同
じ
く
一
度
は
陽

明
学
を
経
由
し
て
い
る
。
李
混
、
字
は
景
浩
、
号
は
退
渓
、
朝
鮮
慶

尚
南
道
礼
安
の
人
で
、
一
五
二
七
年
に
進
土
に
あ
げ
ら
れ
、
一
五
二

O

年
に
成
均
館
典
籍
兼
中
学
教
授
と
な
り
、

一
五
二
四
年
に
は
司
諌
院

正
言
、

一
五
四
五
年
の
士
禍
に
連
坐
し
た
が
、

一
五
六
六
年
に
は
弘

文
館
及
芸
文
館
大
提
学
に
任
じ
ら
れ
‘

一
国
の
文
教
を
任
さ
れ
た
。

致
仕
し
て
郷
里
の
退
渓
に
陶
山
書
院
を
創
め
て
李
粟
谷
二
五
三
六
1

漢
に
は
『
自
省
録
』

『
読
書
録
』

『
朱
子
書
節
要
』

『
天
命
図
説
』

『
聖
学
十
円
』

『
心
経
緯
疑
』
『
退
渓
文
集
』
等
の
著
書
が
あ
り
、

文
禄
慶
長
の
役
に
は
こ
れ
ら
の
著
書
が
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
、
慢
富

や
羅
山
も
精
読
し
て
い
る
し
閤
斎
に
至
っ
て
は
学
統
の
上
か
ら
退
漢

学
派
に
属
す
る
。
肥
後
藩
で
も
初
代
細
川
忠
利
の
時
に
李
宗
闘
が
帰

化
し
て
、
朝
鮮
儒
学
の
伝
統
は
永
く
後
代
に
ま
で
伝
わ
っ
た
。
小
楠

に
教
え
を
受
け
た
久
留
米
藩
の
本
正
一
郎
が
小
楠
の
書
簡
に
書
き
込

そ
の
文
章
に
、
「
明
一
代
の
真
儒
は
醇
文
靖

み
を
し
て
い
る
が
、

（
文
清
）
と
存
じ
奉
り
候
。

其
の
外
朝
鮮
の
李
退
渓
こ
れ
あ
り
、
退

襟
却
て
又
文
靖
の
上
に
出
で
候
様
に
相
ひ
見
え
、
古
今
絶
無
の
真
儒

は
朱
子
以
後
こ
の
二
賢
に
止
り
候
。
故
に
読
書
録
、
自
省
録
等
の
書
、

＠
 

同
様
に
学
者
心
得
ベ
き
と
存
じ
奉
り
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら

く
小
楠
の
教
え
を
小
楠
書
簡
の
行
間
に
記
き
入
れ
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
中
国
に
お
け
る
朱
子
学
の
伝
統
は
、
明
・
清
時
代
に
は
時
代
と

と
も
に
大
き
な
発
展
と
変
質
を
と
げ
た
こ
と
は
当
然
で
、
政
治
・
倫

理
の
生
き
た
学
問
で
あ
る
朱
子
学
が
、
後
世
そ
の
ま
ま
の
姿
で
あ
る

こ
と
は
歴
史
的
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
朱
子
か
ら
黄

せ
つ
ぞ
ん

勉
斎
・
真
西
山
へ
、
次
い
で
明
代
に
は
醇
喧
（
文
清
了
胡
敬
斎
、
さ

七
九
）
と
並
び
称
さ
れ
、
後
年
朝
鮮
の
二
大
学
閥
に
発
展
し
た
。
李
退
ら
に
別
途
に
朝
鮮
の
李
退
撲
へ
と
伝
承
さ
れ
た
純
粋
朱
子
学
は
、
中
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国
史
の
立
場
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
朱
子
学
の
保
守
派
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
中
国
史
と
は
直
接
に
は
無
関
係
な
朝
鮮
や
日

本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
純
粋
朱
子
学
が
果
す
役
割
は
、
朱
子
学
が
巨
大

で
優
秀
な
哲
学
体
系
で
あ
る
だ
け
に
、
極
め
て
大
き
く
か
っ
痛
切
で

あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
朱
子
学
の
本
領
は
理
気
二
元
論
の
哲
学
体
系
に

あ
り
、
李
退
渓
が
『
自
省
録
』
で
こ
れ
を
性
情
二
元
論
に
翻
訳
し
て
は

い
る
が
、
そ
れ
が
正
確
に
二
元
論
で
あ
る
限
り
、
純
粋
朱
子
学
と
い
え

る
。
二
元
論
は
理
気
・
性
情
・
善
悪
の
よ
う
に
、
二
律
背
反
の
人
間
性
に

合
理
的
差
別
と
理
性
的
取
拾
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

一
面
に
は
西

洋
の
純
粋
理
性
に
も
類
似
す
る
点
が
あ
る
。
し
か
し
儒
学
は
あ
く
ま

で
中
国
民
族
生
活
に
虜
接
し
た
哲
学
で
あ
る
か
ら
、
家
族
主
義
・
族

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

的
共
同
体
の
感
覚
こ
そ
理
や
性
や
善
の
宇
宙
的
普
遍
性
を
保
障
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
陽
明
学
の
天
人
合
一
的
心
学
は
最
も
中

国
的
な
儒
教
と
も
い
え
る
。
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
朱
子
の
理
気

元
論
の
宋
代
に
お
け
る
歴
史
的
意
義
を
疑
う
こ
と
は
間
違
い
で
あ
る
。

何
故
な
ら
、
族
的
宇
宙
的
普
遍
性
こ
そ
、
漢
民
族
以
外
の
民
族
や
漢

民
族
の
伝
統
を
忘
れ
た
敗
北
主
義
者
に
、
理
の
神
聖
と
気
の
偏
執
を

説
得
し
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
p

こ
し
て
の
大
義
名
分
論
に
行
く
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
c

監
物
や
小
楠
に
よ
っ
て
退
野
学
及

び
退
渓
学
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
肥
後
実
学
党
が
純
粋
朱
子
学
派
に
は

し
っ
た
こ
と
に
は
、
南
宋
の
国
難
と
幕
末
の
外
圧
が
歴
史
的
に
類
似

し
た
国
際
情
勢
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
退
渓
の
四
端
理
発
七

司
V

惰
気
発
説
は
、
側
隠
・
差
悪
・
是
非
・
辞
譲
の
四
端
は
理
に
発
し
、

喜
・
怒
・
亥
・
楽
・
愛
・
悪
・
欲
の
七
情
は
気
に
発
す
る
と
し
、
感

情
や
欲
望
に
対
す
る
理
性
的
差
別
の
優
位
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
退
渓
学
や
退
野
学
が
小
楠
ら
の
所
謂
実
学
と
ど
の
よ
う
な

関
係
を
持
ち
、
ま
た
実
学
と
は
一
体
何
で
あ
る
か
。
退
渓
の
『
朱
子

書
節
要
』
に
は
次
の
よ
う
な
実
学
が
説
か
れ
て
い
る
。

聖
経
賢
伝
誰
か
実
学
に
あ
ら
ず
と
い
わ
ん
や
。
：
・
・
夫
れ
人
の
学
を
為

す
は
必
ず
発
端
興
起
の
処
あ
り
て
乃
ち
是
れ
に
因
っ
て
進
む
な
り
。
且

つ
は
天
下
の
英
才
多
く
聖
賢
の
蓄
を
読
ま
ず
と
な
さ
ず
、
夫
子
の
説
勤

め
ず
と
な
さ
ず
♀
而
し
て
卒
に
力
を
此
の
学
に
用
い
る
あ
る
な
き
は
乞

な

な
し
、
い
ま
だ
以
て
其
端
を
発
し
て
其
の
心
を
作
す
こ
と
あ
る
な
ぎ
な

り
。
：
：
：
昔
の
聖
人
の
数
、
詩
書
礼
楽
は
皆
程
朱
称
述
に
在
り

Q

・：：

今
の
人
の
こ
れ
に
お
け
ろ
も
亦
但
た
一
前
説
を
務
め
て
道
を
心
の
た
め
に

＠
 

求
め
ざ
る
は
、
利
の
た
め
に
誘
わ
れ
奪
わ
る
所
な
り
。

⑧
 

大
塚
退
野
が
特
に
以
て
範
と
し
た
退
渓
の
『
朱
子
書
節
要
』
の
序

文
に
は
、
こ
の
よ
「
に
「
実
学
」
を
「
発
端
興
起
」
の
学
と
し
て
い

( 41 ) 

る
。
発
端
興
起
と
は
、
句
読
記
一
嗣
の
訓
詰
学
を
斥
け
て
「
端
を
発
し
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て
其
の
心
を
作
す
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
個
人
的
社
会
的
人

聞
は
い
か
に
振
舞
う
べ
き
か
と
い
う
道
学
的
問
題
提
起
を
意
味
す
る
。

従
っ
て
功
利
に
は
し
り
現
実
に
妥
協
す
る
一
般
社
会
に
は
発
端
興
起

を
期
待
出
来
な
い
の
で
、
発
端
興
起
に
徹
し
た
朱
子
に
復
る
べ
し
と

い
う
の
が
退
漢
の
主
張
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
朱
子
に
お
け
る
発
端
輿

起
と
は
、
と
い
う
の
が
次
の
問
題
と
な
る
。

人
多
く
こ
の
道
理
を
と
っ
て
一
箇
懸
空
の
物
と
な
す
。
大
学
は
理
を
窮

す
な
わ

む
と
説
か
ず
、
た
だ
箇
の
格
物
と
説
く
。
便
ち
こ
れ
人
事
物
上
に
つ
い

て
理
会
せ
ん
こ
と
を
要
す
。
か
く
の
如
く
し
て
ま
さ
に
実
体
を
見
得
ん
。

所
謂
実
体
は
事
物
の
上
に
つ
く
に
あ
ら
ず
ん
ば
見
得
均
。

朱
子
の
「
実
体
の
学
」
は
退
演
の
「
実
学
」
「
発
端
興
起
」
の
祖
型

で
あ
る
。
朱
子
の
主
張
す
る
「
事
物
」
の
上
に
お
け
る
「
理
」
の
理

・
解
は
、
道
学
的
問
題
提
起
で
あ
る
点
に
お
い
て
ま
さ
に
「
発
端
興
起
」

で
あ
る
。
何
故
な
ら
「
事
物
」
と
は
自
然
科
学
的
物
質
や
形
質
を
い

う
の
で
な
く
、
人
間
的
社
会
的
具
象
を
指
し
示
す
の
が
中
国
哲
学
史

上
の
鉄
則
で
あ
る
か
ら
。
次
に
小
楠
の
実
学
説
が
問
題
と
な
る
。

方
今
天
下
知
名
之
諸
君
子
平
生
此
道
之
正
大
を
唱
、
其
趣
向
大
に
流
俗

に
異
る
が
如
に
侯
へ
共
或
は
事
変
に
処
し
或
は
査
路
に
当
り
候
へ
ば
第

一
等
之
道
は
と
て
も
行
れ
候
事
に
て
無
之
、
柳
今
日
を
小
補
す
る
に
志

し
不
知
不
覚
俗
見
に
落
入
平
生
之
言
総
て
地
を
払
ふ
に
至
候
。
是
其
立

志
三
代
之
道
に
無
之
侯
故
所
調
古
今
天
地
人
情
事
変
之
物
理
を
究
ず
格

物
之
実
学
を
失
ひ
其
胸
中
経
論
全
く
無
之
、
扱
現
実
之
大
事
に
当
り
候

⑧
 

て
は
拒
乎
と
し
て
其
所
置
を
得
ず
。

こ
れ
は
柳
河
藩
文
学
立
花
壱
岐
に
与
え
た
小
楠
の
書
簡
で
安
政
三

年
の
国
事
多
難
の
時
点
に
お
い
て
、
小
楠
の
「
実
学
」
は
「
立
志
」

と
表
現
さ
れ
、
ま
た
「
現
実
之
大
事
」
に
処
す
る
学
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
で
は
「
立
志
」
と
は
何
か
。
小
楠
は
次
の
よ
う
に
い
っ

て
い
る
。李

退
渓
日
く
、
第
一
に
須
ら
く
先
ず
世
間
窮
通
得
失
栄
辱
を
も
っ
て
一

切
こ
れ
を
度
外
に
置
き
、
以
て
霊
台
を
累
わ
さ
ざ
る
べ
し
。
既
に
此
の

心
を
弁
え
得
れ
ば
則
ち
患
う
と
こ
ろ
己
に
五
七
分
は
休
歌
せ
ん
と
。
学

者
は
ま
さ
に
先
ず
本
領
を
立
つ
ベ
し
。
本
領
己
に
立
っ
て
居
る
べ
き
の

処
あ
り
、
所
謂
本
領
は
此
の
一
言
に
在
っ
て
真
心
情
養
酒
然
脱
却
す
れ

ば
、
則
ち
順
境
逆
地
適
く
と
こ
ろ
と
し
て
泰
然
た
ら
ざ
る
は
な
し
。
是

⑫
 

れ
学
は
本
領
を
立
つ
を
貴
ぶ
所
以
な
り
。

小
楠
の
こ
の
文
章
は
嘉
永
二
年
で
あ
る
が
、
同
じ
も
の
を
、
徳
富

一
敬
が
小
楠
塾
を
辞
し
て
郷
里
に
帰
っ
た
嘉
永
四
年
に
も
書
き
与
え

て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
点
小
楠
の
お
気
に
入
り
の
文
章
で
あ
っ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
立
志
」
を
「
本
領
を
立
つ
」
と
表
現
し

「
現
実
之
大
事
」
に
直
面
し
た
時
に
役
立
つ
唯
一
つ
の
も

て
い
る
。
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の
は
「
本
領
」
す
な
わ
ち
そ
の
人
の
確
た
る
人
生
哲
学
で
あ
る
。
勿

②
 

論
、
こ
の
場
合
の
人
生
哲
学
と
は
朱
子
学
の
伝
統
で
あ
る
「
道
学
」

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
最
後
に
実
学
党
の
実
学
は
ど
の

よ
う
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

文
武
誘
筋
の
儀
是
迄
の
通
り
手
数
の
末
の
み
に
渡
り
、
利
を
以
て
誘
披

い
た
し
候
様
の
儀
は
其
方
考
察
の
通
り
全
く
我
等
の
本
意
に
こ
れ
な
く

候
。
兎
角
文
武
共
に
忠
孝
を
本
と
し
て
実
学
笑
芸
の
者
一
人
に
て
も
出

で
来
候
へ
ば
大
慶
に
存
候
事
に
依
て
、
向
後
は
文
武
共
に
師
役
の
面
々

門
人
の
多
少
等
眼
前
の
盛
衰
に
拘
ら
ず
、
実
意
を
以
て
本
筋
に
教
導
い

＠
 

た
し
候
様
こ
れ
あ
り
度
く
候
。

こ
れ
は
弘
化
一
万
年
七
月
に
、
第
一
一
代
肥
後
藩
主
細
川
斉
護
が
、

実
学
党
領
袖
長
岡
監
物
に
与
え
た

『
直
書
』

で
、
こ
れ
よ
り
監
物

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

は
文
武
芸
借
方
と
し
て
時
習
館
を
支
配
し
、
実
学
党
の
藩
政
権
が
成

立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
「
実
学
実
芸
」
や
「
実
意
を
以
て
本

筋
に
教
導
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
学
党
は
藩

内
に
朋
党
を
立
て
な
い
主
義
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
か
れ
ら
が
い
う

「
実
学
」
は
退
野
以
来
の
純
粋
朱
子
学
で
あ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は

t
、。

手
，
匂
’

vこ
こ
で
「
実
学
」
の
系
譜
を
整
頓
す
る
な
ら
ば
、
朱
子
の
「
実
体

＠
 

退
野
及
び
小
楠
の

李
退
渓
の

「
発
端
興
起
」
、

の
尚
子
」
、

「
立
志
」

「
本
領
」
、
そ
し
て
監
物
・
小
楠
ら
実
学
党
の
「
実
学
実
芸
」
「
実
意
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

①
「
先
府
君
塩
井
先
生
行
状
」
、
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
三
。

②
⑥
「
顕
考
淡
泉
近
藤
先
生
墓
誌
銘
」
、
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
三
。

④
「
肥
後
故
侍
読
時
習
館
提
学
秋
山
先
生
誕
附
」
、
『
肥
後
先
哲
偉
政
』
巻
一
。

⑤
「
雲
従
堂
秘
録
」
、
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
一
。

小
楠
書
簡
「
九
、
本
庄
一
郎
へ
」
嘉
永
ニ
・
八
・
一

O
、
山
崎
竜
『
憐
井
小
楠
』

下
巻
、
遺
稿
筋
第
三
、
書
簡
、
「
永
楽
大
全
行
候
よ
り
学
者
是
を
以
朱
学
之
要
典

と
い
た
し
、
和
漢
古
今
歯
切
車
中
い
た
す
事
に
相
成
候
。
縞
に
謂
此
書
編
集
之
本
意
必

覧
挙
業
之
為
に
設
候
も
の
に
て
、
天
下
万
姓
に
此
道
を
明
に
す
る
の
本
意
に
て
は

柳
以
無
之
候
問
、
大
抵
主
と
し
て
文
義
を
解
候
説
の
み
取
用
ひ
候
。
：
：
：
大
全
に

就
き
朱
子
之
説
を
見
候
へ
ば
徒
に
訓
詰
文
義
に
規
々
た
る
俗
儒
の
説
に
同
じ
く
相

聞
へ
甚
以
本
訟
を
失
ひ
申
候
」
。

⑥
「
田
中
氏
雑
録
」
、
『
肥
後
先
哲
偉
蹴
』
巻
一
一
。

⑦
「
銀
台
遣
事
〔
ニ
〕
」
、
『
肥
後
文
献
殺
害
』
第
一
巻
、
「
茂
次
郎
名
態
、
字
子

厚
、
朝
陽
、
孤
山
と
号
す
、
さ
き
に
申
つ
る
市
太
郎
が
弟
也
、
父
を
久
左
衛
門
弘

篤
、
号
を
慎
蓄
と
い
ひ
き
、
同
時
に
大
塚
丹
右
衛
門
久
成
、
号
を
辱
斎
、
致
仕
し

て
退
野
と
い
ひ
し
も
の
あ
り
、
此
二
人
心
を
合
せ
て
、
程
朱
の
学
を
研
窮
し
て
、

す
こ
ぶ
る
精
奥
を
極
め
た
り
」
。

③
『
統
近
世
叢
語
』
、
「
蔽
朕
落
、
：
：
：
程
朱
学
を
崇
尚
し
、
競
然
と
し
て
立
つ
あ

り
、
文
学
行
義
を
以
て
聞
ゅ
、
嘗
て
江
都
に
紙
役
し
て
、
物
祖
微
に
従
い
て
、
文

辞
を
問
う
、
而
し
て
其
の
学
術
に
お
い
て
法
、
心
こ
れ
を
疑
い
て
つ
い
に
従
わ
ざ

る
な
り
」
。

⑨
「
諸
家
先
祖
附
」
、
『
肥
後
先
哲
体
蹴
』
巻
一
二
、
「
高
本
鹿
宅
、
祖
父
李
連
宗
は
、

朝
鮮
国
山
幸
裂
珍
将
軍
李
聴
元
の
後
に
て
、
国
王
の
同
姓
な
り
、
殴
尚
道
仁
岡
県

の
太
守
た
り
、
鹿
宅
父
は
李
示
関
と
一
五
、
朝
鮮
征
伐
の
時
、
南
条
元
宅
の
手
に
生
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捕
ら
れ
、
日
本
に
渡
海
、
其
後
堂
前
に
往
き
、
妙
解
院
機
御
前
に
度
々
召
出
さ
れ

候
、
共
子
慶
宅
指
上
候
旨
、
御
一
面
に
仰
付
ら
る
、
時
に
慶
宅
八
歳
な
り
、
高
木
の

苗
字
定
紋
を
も
、
慶
宅
に
拝
領
」
。

⑮
『
肥
後
文
献
叢
書
』
第
二
巻
。

⑪
元
田
永
学
「
還
暦
之
記
」
、
山
崎
奄
『
横
井
小
楠
』
上
巻
伝
記
篇
、
二
、
同
志

の
会
合
。

⑫
「
還
暦
之
記
」
、
「
（
天
保
一
一
一
年
）
学
校
は
既
に
退
く
と
蹴
ど
も
詩
学
は
益
々

盛
に
、
乃
荻
子
及
び
鎌
田
・
厳
＝
一
苫
、
其
他
二
三
議
と
会
読
し
、
組
線
の
政
談
・

鈴
録
・
韓
非
子
・
熊
沢
の
集
義
和
書
・
外
書
・
宋
名
臣
言
行
録
等
の
書
を
通
読
し
、

其
卓
見
の
在
る
所
道
理
の
帰
す
る
所
を
求
む
る
に
在
洋
と
し
て
帰
着
す
る
を
得
ざ

る
が
如
し
。
：
：
：
余
（
永
手
）
、
文
之
に
倣
ひ
一
一
一
番
を
抄
録
し
、
但
彼
の
経
済
は

共
源
本
ず
る
所
無
き
を
看
破
し
、
熊
沢
の
経
国
は
王
道
に
し
て
其
学
の
誕
蓄
測
る

べ
か
ら
ざ
る
壱
敬
民
し
、
韓
結
・
司
馬
の
人
物
を
希
望
し
、
孟
子
に
至
て
別
出
聖

人
の
範
囲
た
る
を
覚
知
し
、
進
ん
で
聖
人
の
替
を
学
ぶ
に
志
を
立
て
た
り
」
。

＠
「
還
暦
之
記
」
。

⑭
「
雪
山
伝
」
、
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
三
、
「
雪
山
は
肥
後
国
飽
田
郡
隈
本
人
な

り
。
：
：
：
幼
に
し
て
図
南
堂
日
収
（
僧
一
鴎
）
に
従
っ
て
書
を
学
び
、
後
一
家
を

為
す
、
延
室
五
年
丁
己
の
春
、
武
城
に
遊
び
、
書
を
以
て
名
を
顕
す
な
り
。
嘗
て

肥
後
侯
に
仕
え
て
、
俸
四
百
石
を
食
み
、
元
禄
初
之
般
、
心
学
党
事
に
縁
っ
て
、

綬
壱
解
き
て
去
る
。
（
御
奉
行
所
日
記
に
依
て
寛
文
九
年
十
月
十
六
日
に
御
暇
一

同
二
十
余
人
、
元
禄
迄
二
十
人
な
り
）
」
。
な
お
こ
の
時
俸
禄
を
奪
わ
れ
た
人
名
一
一
一

一
人
が
「
雲
山
人
事
蹟
雑
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

＠
「
還
暦
之
記
」
。

⑮
大
塚
退
野
「
与
栗
崎
某
」
、
『
手
斎
存
稿
』
巻
之
＝
一
、
『
肥
後
文
献
叢
書
』
第
四

巻
、
「
股
下
文
字
御
好
の
旨
、
先
に
承
申
候
、
玉
山
時
壱
得
ら
れ
侯
と
存
候
、

為
己
の
学
は
天
下
宮
々
た
る
由
、
左
可
有
之
候
、
其
上
に
但
徐
学
流
行
と
承
候
へ

ば
、
我
議
抱
腔
伏
窮
山
候
事
、
当
然
の
勢
に
て
御
座
候
云
々
（
中
略
）
、
陶
斎
も

廃
品
T

と
承
及
申
候
、
掠
々
旧
友
此
志
立
不
申
候
事
、
歎
ず
る
に
た
へ
不
申
候
、
是

に
よ
っ
て
も
似
踏
の
賢
益
々
尊
申
候
、
復
斎
紙
、
も
物
故
、
学
に
は
る
人
に
て
は
無

之
候
へ
ど
も
、
操
守
は
人
に
超
ら
れ
候
、
悼
入
申
候
、
丸
山
翁
酬
も
下
世
、
又
是

悼
入
申
候
、
基
祭
の
文
作
り
候
へ
ど
も
寒
中
写
得
不
申
、
懸
御
目
不
申
候
」
。

⑫
「
家
記
」
「
銀
台
退
事
」
、
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
一
。

⑮
小
楠
書
簡
ご
入
、
吉
田
悌
蔵
へ
」
嘉
氷
四
・
一

0
・一。

＠
「
退
野
語
録
」
、
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
一
。

＠
卒
退
渓
の
学
問
と
そ
の
日
本
に
お
け
る
展
開
に
つ
い
て
は
阿
部
吉
却
『
日
本
朱

子
学
と
朝
鮮
』
（
昭
和
四

O
年
）
の
名
著
が
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
阿
部
吉
雄
『
李

退
渓
』
、
松
田
申
『
日
鮮
史
話
円
高
田
誠
二
・
藤
原
一
毅
『
日
本
の
教
育
精
神
と

李
退
渓
』
、
楠
本
正
継
『
大
塚
退
野
放
び
に
其
学
派
の
思
想
！
熊
本
史
学
思
想
の

研
究
』
、
同
「
実
学
思
想
に
つ
い
て
の
試
論
」
（
『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
四
巻
、

昭
和
三
三
年
）
、
圭
室
一
部
成
『
航
井
小
楠
』
、
今
中
克
司
「
横
井
小
楠
の
実
学
と
西

教
」
（
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
第
4
号
）
、
同
「
肥
後
実
学
党
の
思
想
」

（
『
熊
本
バ

γ
ド
研
究
』
昭
和
四

O
年
）
等
が
あ
る
。

②
小
楠
書
簡
「
九
、
本
圧
一
郎
へ
」
嘉
永
二
・
八
・
一

O
。

＠
「
非
四
端
七
情
分
理
気
弁
書
」
、
『
退
渓
文
集
』
一
六
、
答
奇
明
彦
。

⑫
李
退
渓
『
朱
子
書
節
要
』
序
、
嘉
前
三
七
（
一
五
五
人
）
年
四
月
。

＠
大
塚
退
野
「
送
克
斎
渡
瀬
秀
才
断
学
於
京
師
序
」
、
塁
。
斎
存
稿
』
業
主
ι
一、

『
肥
後
文
献
叢
番
』
第
四
巻
、
「
余
壮
歳
に
し
て
退
渓
の
言
に
木
づ
き
、
朱
子
書

節
要
を
熟
読
し
、
ひ
そ
か
に
朱
子
の
為
す
所
に
し
て
こ
れ
を
記
す
る
を
緩
い
得
て
、

終
に
こ
れ
を
胸
臆
に
蔵
し
、
信
じ
て
斯
れ
に
従
事
す
る
こ
と
幾
四
十
年
」
。

②
『
朱
子
語
類
』
一
五
。

⑫
小
楠
書
簡
「
五
人
、
立
花
壱
岐
へ
」
安
政
三
・
五
・
一
五
。

争
「
四
五
、
李
語
講
一
後
」
嘉
永
二
・
一

O
、
『
横
井
小
楠
』
下
巻
、
遺
稿
首
相
第
三
、

書
簡
。

③
「
製
学
問
答
」
弘
化
三
・
八
、
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『
横
井
小
楠
』
下
巻
、
遺
稿
篇
第
六
、
講
義
及



ぴ
語
録
、
「
本
領
と
申
侠
は
学
問
仕
候
目
当
に
て
、
英
目
当
と
申
候
は
我
受
得
た

る
仁
義
礼
智
之
性
を
指
て
申

i

な
り
。
本
領
ぞ
合
点
仕
候
と
申
・
ぽ
此
心
既
に
気
質
之

偏
に
暗
ま
さ
れ
物
欲
充
満
し
て
禽
獣
に
類
す
る
様
に
成
り
た
る
処
に
案
じ
付
重
々

後
悔
い
た
し
、
此
所
に
は
暫
も
安
着
い
た
さ
れ
ず
一
日
も
早
く
本
然
の
性
に
復
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
心
に
成
る
を
指
て
申
と
奉
存
候
」
。
こ
れ
は
徳
富
一
敬
に
小
摘
が
答

え
た
も
の
。

③
下
回
曲
水
『
稿
本
肥
後
文
教
史
』
第
一
六
章
、
肥
後
の
藩
学
。

＠
大
塚
退
野
「
体
験
説
」
、
『
一
等
唱
斎
存
稿
』
巻
之
二
、
「
た
ま

l
t、
起
り
た
る
志
も

消
申
候
人
多
く
御
座
候
、
是
ば
初
に
弁
へ
候
処
深
か
ら
ず
、
志
真
実
に
立
不
申
候

故
に
て
御
座
候
、
学
問
の
本
意
を
深
く
し
ら
ず
信
心
を
具
せ
ぬ
処
よ
り
士
山
真
実
に

立
不
申
候
、
志
立
候
へ
ば
普
を
な
し
恕
を
去
事
か
た
か
ら
ぬ
位
に
御
座
候
、
此
信

心
学
問
の
命
脈
に
て
御
座
候
、
共
信
心
は
則
聖
人
の
教
を
信
ず
る
こ
L
ろ
の
骨
に

透
り
て
二
つ
な
き
味
に
て
御
座
候
、
此
信
心
立
候
得
者
世
間
の
設
営
得
喪
貨
色
生

死
其
障
援
を
な
す
こ
と
能
ぬ
位
有
之
侠
」
。
大
塚
退
野
「
喰
友
」
、
『
手
斎
存
稿
』
巻

之
て
「
此
れ
仁
の
理
を
説
い
て
固
よ
り
然
り
、
何
人
ぞ
異
論
こ
れ
有
ら
ん
や
、

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

向
に
所
謂
自
ら
愛
す
る
を
以
て
仁
の
理
を
説
く
と
な
す
は
未
初
め
て
定
論
と
為
さ

ず
、
然
れ
ど
も
此
の
説
を
な
す
所
以
の
も
の
は
、
自
ら
怠
思
す
る
有
り
、
蓋
し
仁

ば
物
の
本
領
な
り
。
本
領
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
当
に
外
物
を
待

た
ず
し
て
、
自
若
と
し
て
こ
れ
を
言
う
」
。

2

小
楠
の
思
想
系
列
に
関
す
る
疑
義

残
る
。
特
に
小
楠
が
実
学
会
読
を
始
め
た
こ
ろ
に
否
定
し
た
陽
明
学

に
つ
い
て
は
、
後
世
、
井
上
哲
次
郎
に
よ
っ
て
疑
わ
れ
、
井
上
の
如

き
は
小
楠
を
陽
明
学
派
に
入
れ
て
い
る
。
第
二
に
は
山
崎
闇
斎
ら
の

崎
門
学
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
蔽
孤
山
が
、
朱
子
｜
李
退
漠

l
山
崎
闇

斎
｜
厳
慎
蓄
と
い
う
図
式
を
立
て
て
い
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
退
野

学
と
同
様
の
退
漢
学
派
で
あ
る
。
従
っ
て
退
野
も
闇
斎
学
に
近
づ
い

て
い
る
し
、
長
岡
監
物
も
崎
門
学
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
時
期
が
あ
る

よ
う
に
、
こ
れ
も
ま
た
小
楠
の
思
想
系
列
と
近
い
関
係
に
あ
る
。
第

三
に
祖
彼
学
に
至
っ
て
は
、
秋
山
玉
山
が
議
園
流
の
学
芸
の
人
と
し

て
の
一
面
を
持
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
玉
山
の
時
代
に
は
、
肥
後

藩
で
は
、
薮
慎
落
・
住
江
檎
浪
・
中
瀬
何
庭
・
萱
野
考
澗
・
水
足
扉

山
・
水
足
博
泉
ら
が
但
休
刊
と
深
い
交
渉
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

人
の
中
に
は
穣
園
党
人
に
加
え
ら
れ
て
い
た
者
も
あ
り
、
こ
の
時
期

①
 

の
肥
後
藩
は
該
国
の
一
翼
の
観
が
あ
っ
た
。
実
学
会
読
の
直
前
に
は

元
田
永
字
が
中
心
と
な
っ
て
実
学
党
の
研
究
対
象
の
一
つ
に
祖
株
の

著
作
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
第
四
に
水
戸
学
は
、
小
楠
と
水
戸

一
応
小
楠
の
思
想
形

ー
李
退
漠
｜
大
塚
退
野
｜
小
楠
と
い
う
図
式
で
一
応
そ
の
結
論
が
得

小
楠
の
実
学
の
思
想
系
列
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
朱
子
斉
昭
・
藤
田
東
湖
ら
と
の
親
密
な
関
係
か
ら
、

成
に
寄
与
し
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
五
に
熊
沢
蕃
山
に
つ
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ら
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
な
お
い
く
つ
か
の
疑
問
が
後
に

い
て
は
小
楠
・
元
田
永
手
を
始
め
実
学
五
同
志
が
挙
っ
て
称
讃
し
て



い
る
。
こ
れ
ら
の
思
想
が
小
楠
の
思
想
と
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
関

連
し
て
い
た
か
、
ま
た
小
楠
に
は
、
こ
と
に
安
政
二
年
以
後
、
ど
の

よ
う
な
独
創
的
思
想
が
あ
っ
た
か
、
こ
れ
ら
小
楠
の
思
想
系
列
に
つ

い
て
本
章
で
は
問
題
点
と
し
て
と
り
あ
げ
た
い
。

山
崎
闇
斎
の
崎
門
学
に
つ
い
て
の
小
楠
の
批
判
は
、
『
小
学
』
『
近

思
録
』

『
四
書
』

『
易
』
等
の
点
本
の
優
秀
さ
を
第
一
に
と
り
あ
げ
、

小
楠
が
退
渓
学
や
闇
斎
学
に
傾
倒
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
が
最
も
正
確

に
朱
子
学
古
典
の
本
意
を
伝
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

方
今
程
朱
之
学
行
れ
侯
は
怪
簡
に
木
き
山
崎
関
斎
に
成
り
、
此
二
賢
は

後
学
の
も
の
篤
く
尊
重
い
た
す
べ
き
事
に
被
存
候
。
別
て
山
崎
四
霊
園
之

点
を
正
し
或
問
鰐
略
を
付
し
、
朱
子
以
後
易
之
混
雑
を
弁
明
し
本
義
を

独
行
し
朱
易
術
義
を
著
し
、
朱
子
之
本
意
を
明
に
被
致
し
は
無
比
類
見

識
に
て
御
座
候
。
其
外
小
学
・
近
思
録
等
の
如
一
切
朱
子
の
旧
木
に
復

し
、
俗
儒
を
弁
じ
功
利
を
斥
此
道
を
天
下
に
明
し
被
申
候
は
閤
斎
の
功

②
 

勲
莫
大
に
奉
存
候
。

こ
れ
を
以
て
し
て
も
、
小
楠
が
最
も
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
の

が
朱
子
学
で
、
朱
子
学
の
本
意
を
最
も
よ
く
伝
え
て
い
た
の
が
山
崎

点
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
崎
門
学
が
教
学
史
の
上
で
最
高
で

あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
学
問
に
熱
中
す
る
余
り
徳
川
光
国
が
西
山

隠
士
と
し
て
世
を
捨
て
た
り
、
闇
斎
を
信
仰
す
る
余
り
そ
の
講
義
に

固
着
し
て
実
地
に
役
立
た
な
か
っ
た
り
し
た
例
を
、
小
楠
は
い
く
つ
引

③

は

か
挙
げ
て
い
る
。
小
楠
は
闇
斎
に
は
敬
服
し
た
が
当
時
の
崎
門
派
に
十a告

は
極
め
て
批
判
的
で
、
小
楠
の
学
聞
は
崎
門
派
と
は
無
縁
で
あ
っ
た

と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

荻
生
祖
株
の
復
古
学
と
小
楠
の
「
莞
舜
孔
子
の
道
」
或
い
は
一
一
一
一

代
の
治
道
」
と
は
、
文
章
表
現
の
上
で
は
殆
ん
ど
見
分
け
が
つ
か
な

い
程
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
両
者
を
比
較
す
る
た
め
に
ま
ず
小
楠
の

『
沼
山
閑
居
雑
詩
』
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

せ
い

人
君
は
何
の
天
職
ぞ
や
、
天
に
代
っ
て
百
姓
を
治
む
。
天
徳
の
人
に
非

ζ
ζ

ろ

よ

ゆ

司

ざ
る
よ
り
は
、
何
を
以
て
か
天
命
に
極
か
ら
ん
。
発
の
舜
に
巽
る
所

以
は
、
是
れ
真
に
大
聖
た
り
。
迂
儒
此
理
に
暗
く
、
こ
れ
を
以
て
聖
人

あ

あ

病
む
。
瑳
乎
血
統
の
論
、
是
れ
量
天
理
に
順
わ
ん
や
。

唐
帝
は
長
夫
に
則
っ
て
、
民
に
授
く
る
に
四
時
を
以
て
し
、
こ
れ
を
継

ぐ
は
威
帝
の
聖
に
し
て
、
七
政
そ
の
儀
を
斉
ぇ
、
天
人
の
間
脈
路
相
離

れ
ず
、
規
模
何
ん
ぞ
其
れ
大
い
な
る
。
治
化
は
蛮
夷
に
及
ぶ
。
：

虞
帝
は
八
政
を
挙
げ
、
其
の
中
に
百
工
あ
り
。
財
利
の
生
ず
る
所
、
人

情
の
同
じ
き
所
、
治
し
て
其
職
を
和
し
、
百
貨
四
海
通
ず
。
後
王
こ
れ

の

つ

④

に
法
と
ら
ず
し
て
、
天
下
常
に
困
窮
す

0

・

小
楠
自
筆
本
の
『
小
楠
堂
詩
草
』
に
収
め
る
小
楠
の
こ
の
詩
は
、

小
楠
の
思
想
転
換
期
に
当
る
安
政
二
年
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
c

小
楠



の
実
学
は
こ
こ
で
は
「
莞
舜
の
道
」
「
唐
虞
の
政
」
と
い
う
表
現
を

と
り
、
実
舜
の
治
道
が
天
に
則
る
こ
と
、
そ
の
学
問
の
道
統
が
唐
虞

代
、
さ
ら
に
孔
孟
の
学
へ
と
伝
え
ら
れ
、
程
朱
を
経
由
す
る
こ
と

な
く
小
楠
自
身
が
こ
れ
を
承
け
継
い
で
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
莞

舜
の
道
は
民
政
で
あ
り
利
用
厚
生
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
民
政
の
た
め

の
制
度
文
物
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
存
在
形
態
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ

と
同
様
な
学
説
が
祖
彼
の
『
弁
道
』
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、

ま
こ
と
に
奇
異
で
さ
え
あ
る
。

蓋
し
先
王
は
聡
明
叡
知
の
徳
を
以
て
、
天
命
を
受
け
、
天
下
に
王
た
り
。

其
心
一
に
天
下
を
安
ん
ヂ
る
を
以
て
務
と
為
す
。
こ
こ
を
以
て
其
の
心

力
を
尽
し
、
其
の
知
巧
を
極
わ
め
、
是
の
道
を
作
為
し
、
天
下
後
世
の

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

人
を
し
て
こ
れ
に
由
っ
て
こ
れ
を
行
わ
し
む
、
量
天
地
自
然
に
こ
れ
あ

ら
ん
や
。
伏
義
神
農
賛
帝
も
亦
聖
人
な
り
、
其
の
作
為
す
る
所
、
猶
且

つ
用
を
利
し
生
を
厚
う
す
る
の
道
に
止
る
。
綴
頭
帝
串
習
を
経
て
、
完
舜

に
至
り
て
後
礼
楽
始
め
て
立
つ
。
夏
殿
周
に
し
て
後
祭
然
と
し
て
始
め

⑤
 

て
備
わ
る
。

祖
彼
の
『
弁
道
』
は
享
保
二
年
に
成
立
し
、
実
舜
の
道
、
完
済
孔

孟
の
道
統
へ
の
復
古
、
民
政
と
利
用
厚
生
等
、
そ
の
主
張
は
小
楠
と

全
く
同
じ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
小
楠
は
一
五

O
年
前
の
但

株
の
学
説
を
果
し
て
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ

れ
程
肥
後
藩
に
お
け
る
輔
副
園
学
の
伝
統
は
永
く
か
っ
強
い
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

聖
人
上
に
在
て
民
生
日
用
の
世
話
を
い
た
さ
れ
右
の
六
府
を
は
じ
め
て

其
用
を
尽
し
、
物
産
を
仕
立
て
器
用
を
造
作
し
許
大
の
生
道
を
建
立
せ

ら
れ
た
り
。
是
実
に
聖
人
代
天
の
大
作
用
な
る
に
、
朱
子
之
を
知
ら
ず

し
て
五
行
の
気
と
殺
と
を
合
し
て
六
府
と
す
と
説
け
る
は
大
な
る
誤
に

⑥
 

て
候
。

『
沼
山
対
話
』
は
沼
山
津
に
あ
っ
た
小
楠
が
元
治
元
年
に
肥
後
藩

土
井
上
毅
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
先
王
の
民
政
と

そ
の
政
治
哲
学
を
説
き
、
朱
子
学
が
五
行
を
説
い
て
先
王
の
治
道
を

知
ら
な
い
と
し
て
非
難
し
、
祖
休
刊
の
学
説
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
し

か
し
朱
子
を
克
服
し
非
議
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
小
楠
の
新
し
い
思

想
の
産
物
で
あ
り
、
安
政
二
年
は
そ
の
分
岐
点
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
祖
彼
流
の
し
か
も
小
楠
の
新
思
想
で
あ
る
と
こ
ろ
の

「
一
二
代
の
治
道
」
の
発
想
は
、
当
時
の
肥
後
実
学
党
の
思
想
傾
向
で

「
扱
も
学
聞
の
正
不
正
は
大
切
千
万
に
て
、
此
許
は
君

⑦
 

公
初
大
夫
以
下
総
て
第
一
等
之
三
代
に
志
し
候
筋
に
は
参
り
申
候
」

も
あ
っ
た
。

と
、
福
井
藩
の
荻
角
兵
衛
に
対
し
揚
言
し
て
い
る
。
小
楠
が
朱
子
学

( 47) 

の
誤
り
を
指
摘
し
た
こ
と
は
、
か
れ
の
思
想
の
大
き
な
革
命
で
あ
っ

47 



た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
儒
教
的
道
学
を
捨
て
去
る
こ
と
で
は
な
か
っ

た。

彼
佐
久
間
修
理
杯
は
既
に
邪
教
に
落
入
た
る
に
て
も
明
白
に
有
之
侯

（
修
理
は
邪
教
を
唱
る
に
て
は
無
之
侯
へ
共
政
事
峨
法
総
て
西
洋
之
道
明
な
り
と

唱
、
聖
人
之
道
は
独
易
之
一
部
の
み
道
理
あ
れ

J

と
云
と
承
る
。
是
邪
教
に
落
入
之

実
地
な
り
）
。
総
て
事
之
善
悪
に
付
け
行
れ
候
勢
は
必
人
傑
の
唱
へ
立
る

故
に
て
候
へ
ば
聖
人
之
道
に
明
な
ら
ず
、
三
代
の
治
道
に
熟
せ
ざ
る
人

③
 

は
我
に
道
無
之
故
必
ず
西
洋
に
流
溺
す
る
は
自
然
之
勢
也
。

こ
の
書
簡
は
、
小
楠
が
豊
後
岡
藩
の
尊
王
運
動
家
小
河
弥
右
衛
門

に
答
え
た
も
の
で
、
西
洋
の
科
学
・
文
化
・
宗
教
等
の
日
本
侵
略
を

防
ぐ
に
は
、
三
代
の
治
道
す
な
わ
ち
聖
人
の
道
以
外
に
は
な
い
と
し

て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
か
つ
て
「
東
洋
の
道
徳
西
洋
の
芸
術
」

を
唱
え
た
佐
久
間
象
山
が
幕
末
に
至
っ
て
東
洋
の
道
徳
放
棄
を
宣
言

し
同
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
象
山
は
耶
蘇
教
の
信
者
に
等
し
い
と
非
難

し
て
い
る
。
こ
の
辺
に
小
楠
と
象
山
の
思
想
史
上
の
差
異
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
小
楠
の
祖
練
学
に
対
す
る
窮
極
の
評
価
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
。

沼
山
先
生
日
但
徐
流
に
て
功
用
の
み
の
人
な
れ
ば
積
る
処
我
が
力
量
を

立
る
故
よ
り
、
君
子
と
君
子
二
派
と
な
り
候
て
合
は
ね
も
の
な
り
a

そ

」
で
道
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
句
。

」
れ
は
小
楠
が
嘉
永
四
年
に
門
下
の
た
め
に
論
じ
た
講
義
録
で
あ

り
、
ま
た
弟
子
た
ち
の
疑
問
に
答
え
た
も
の
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は

明
瞭
に
但
彼
学
の
功
利
主
義
の
弊
害
を
非
難
し
て
、
儒
教
道
学
を
主

張
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
祖
後
学
の
最
も
色
鮮
や
か
な
「
作
為
」

の
ポ
ジ
テ
ィ
ビ
ズ
戸
主
合
認
し
、
こ
こ
に
小
楠
の
実
学
が
但
彼
学
と

は
全
く
思
想
構
造
を
異
に
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

。

。

。

。

神
知
霊
覚
湧
く
こ
と
泉
の
如
く
、
作
為
を
用
い
ず
し
て
自
然
に
付
す
。

前
世
当
世
更
に
後
世
、
三
位
に
貫
通
し
て
皇
天
に
対
す
。
（
前
一
世
王
者
の

道
を
明
に
し
て
心
を
当
世
に
尽
し
、
以
て
後
世
を
開
く
、
こ
れ
を
君
子
の
志
と
謂

⑫
 

う）。

⑬
 

水
戸
学
に
つ
い
て
は
、
徳
富
蘇
峰
が
回
顧
し
て
い
る
よ
う
に
、
小

楠
と
は
政
治
的
に
思
想
的
に
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
小
楠
の
思
想
に
果
し
て
ど
れ
程
影
響
が
あ
っ
た
か
は
別

途
に
考
証
し
な
け
れ
ば
軽
k

に
断
定
は
出
来
な
い
。
小
楠
と
水
戸
学

と
の
出
会
い
は
天
保
一

O
年
に
江
戸
遊
学
を
命
じ
ら
れ
た
時
に
始
ま

り
、
藤
田
東
湖
と
は
そ
の
後
も
親
交
が
あ
っ
た
。
嘉
永
六
年
六
月
、

浦
賀
に
黒
船
が
来
航
し
た
時
、
東
湖
に
与
え
た
小
楠
の
書
簡
に
は
、

水
戸
に
対
す
る
期
待
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
こ
と
が
物
語
ら
れ
て
い
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る

夷
船
来
航
天
下
の
大
騒
動
と
罷
成
、
：
：
：
真
に
痛
突
の
至
り
言
語
に
絶

た
る
事
に
て
候
O
i－
－
－
天
命
人
心
尊
藩
に
属
し
、
老
公
様
（
斉
昭
）
御

後
見
真
に
以
て
天
下
中
興
の
大
機
会
到
来
仕
り
、
何
の
悦
か
之
に
過
ぎ

ん
。
此
時
に
於
て
列
藩
総
て
老
公
様
の
尊
意
を
奉
じ
二
百
年
太
平
因
循

の
弊
政
を
一
時
に
撹
回
し
、
鼓
動
作
新
大
に
士
気
を
振
興
し
、
江
戸
を

必
死
の
戦
場
と
定
め
夷
賊
を
肇
粉
に
致
し
、
我
が
神
州
之
正
気
を
天
地

の
聞
に
明
に
示
さ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
、
是
今
回
大
に
潟
河
を
用
候

の
機
会
、
誰
か
疑
を
容
ベ
け
ん
や
。
然
ば
小
子
輩
一
番
に
馳
参
り
柳
の

御
力
と
も
相
成
る
べ
き
の
処
、
我
が
国
体
是
迄
敬
上
の
事
共
何
と
も
か

と
も
言
語
に
述
ら
れ
申
さ
ず
候
。
俗
論
頑
固
有
志
者
少
も
動
か
れ
申
さ

⑬
 

ず
、
真
に
恥
心
限
り
な
き
事
に
御
座
候
。

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

こ
の
書
簡
は
ペ
リ

1
来
航
二
ヶ
月
後
に
小
楠
が
在
江
戸
の
東
湖
に

与
え
た
も
の
で
、
こ
の
国
難
に
際
し
小
楠
が
斉
昭
を
中
心
と
す
る
水

戸
の
政
治
力
と
水
戸
学
の
大
義
名
分
論
に
全
面
的
な
信
頼
と
期
待
を

か
け
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
こ
の
時
期
の
小
楠
は
1

水
戸
学
の
信
奉

者
で
あ
り
撰
夷
論
者
で
あ
り
、
焦
土
決
戦
論
者
で
あ
り
、
民
族
主
義

者
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
蘇
峰
が
い
う
よ
う
に
、
水
戸
学
の
小
楠
へ

の
影
響
は
巨
大
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
と
に
小

楠
の
東
湖
へ
の
傾
倒
は
徹
底
的
で
、
安
政
二
年
に
江
戸
の
大
地
震
で

⑮
 

東
湖
が
圧
死
し
た
時
の
小
楠
の
歎
き
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の

前
後
か
ら
水
戸
に
は
朋
党
の
争
が
激
化
し
、
小
楠
の
水
戸
学
へ
の
期

待
は
裏
切
ら
れ
、
か
え
っ
て
小
楠
は
水
戸
学
の
批
判
者
と
な
っ
た
。

水
府
之
学
一
偏
に
落
入
り
天
地
之
正
理
を
見
不
申
処
よ
り
、
其
流
義
之

大
節
義
を
却
て
失
ひ
侯
様
に
罷
成
り
恐
敷
事
に
御
座
候
。
：
：
：
総
じ
て

水
府
如
此
上
は
天
下
知
名
之
士
大
抵
は
是
に
付
応
い
た
し
鮫
島
同
様
に

罷
成
、
不
思
議
成
る
了
簡
に
変
じ
智
術
之
計
策
を
尊
び
候
様
に
成
行
く

⑮
 

は
此
学
根
底
無
き
者
に
て
御
座
候
。

安
政
二
年
三
月
に
日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
に
関
す
る

こ
の
書
簡
で
は
、
水
戸
斉
昭
に
対
し
神
州
の
大
義
を
失
う
も
の
と
し

て
失
望
し
、
肥
後
藩
の
鮫
島
正
介
ら
が
い
ず
れ
も
斉
昭
同
様
の
和
親

論
者
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
小
楠
の
怒
り
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
の
根
本
的
原
因
が
、
そ
も
そ
も
水
戸
学
に
根
底
が
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
と
し
て
、
此
の
期
に
及
ん
で
小
楠
は
水
戸
学
の
評
価
を
改

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
学
聞
の
根
底
と
は
何
か
。

江
戸
表
は
水
府
党
類
の
為
に
何
も
心
魂
を
被
奪
、
他
之
事
に
及
び
不
申

候
。
水
府
の
学
問
天
下
之
大
害
を
為
し
、
扱
々
絶
言
語
申
候
。
：
：
：
扱
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も
学
問
之
正
不
正
は
大
切
千
万
に
て
、
此
許
は
君
公
初
大
夫
以
下
総
て

⑫
 

第
一
等
之
三
代
に
志
し
侯
筋
に
は
参
り
申
候
。
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文
久
元
年
の
当
時
、
江
戸
で
は
水
戸
の
朋
党
の
争
が
激
し
く
、
君

⑬
 

子
党
・
小
人
党
・
天
狗
党
等
と
称
し
、
こ
の
こ
ろ
の
水
戸
学
は
天
下

の
大
害
で
し
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
学
問
は
そ
の
根
底
が
如
何

に
重
大
か
と
小
楠
は
述
懐
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
小
楠
独

特
の
「
唐
虞
三
代
の
道
」
が
提
唱
さ
れ
、
こ
の
段
階
で
は
、
水
戸
学

は
小
楠
の
思
想
改
革
の
捨
て
石
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
極

言
す
る
な
ら
ば
小
楠
の
新
儒
学
説
は
、
水
戸
学
の
大
害
が
な
か
っ
た

な
ら
生
れ
な
か
っ
た
と
さ
え
い
え
る
。

熊
沢
蕃
山
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
小
楠
・
永
字
を
は

じ
め
実
学
党
五
同
志
が
等
し
く
賞
讃
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
と
に
蕃
山

の
『
集
義
和
書
』
は
小
楠
の
思
想
形
成
に
は
大
い
に
役
立
っ
た
と
思

わ
れ
る
。日

本
之
蓄
に
て
熊
沢
之
集
義
和
書
は
格
別
に
相
見
申
候
。
尤
外
書
之
方

は
甚
以
疑
し
く
、
決
し
て
熊
沢
之
書
に
て
は
有
御
座
間
敷
と
兼
々
存
罷

在
り
、
去
年
室
長
畑
、
氷
四
年
）
岡
山
へ
参
り
承
り
候
処
彼
方
に
て
は
偽
書
に

相
違
無
御
座
と
申
事
に
て
疑
晴
れ
申
候
。
是
は
大
に
俗
論
の
み
に
て
見

⑮
 

る
可
き
も
の
に
は
無
御
座
候
。

こ
れ
は
福
井
藩
の
岡
田
準
介
に
宛
て
た
嘉
永
五
年
の
小
楠
の
書
簡

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
『
集
義
和
室
田
』
は
日
本
一
と
折
紙
を
つ
け

て
い
る
。
さ
ら
に
同
じ
く
蕃
山
著
作
の
『
集
義
外
書
』
は
偽
書
で
あ

る
こ
と
を
看
破
し
、
小
楠
の
蕃
山
研
究
が
極
め
て
精
密
で
か
つ
深
い
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も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
福
井
藩
で
は
、
小
楠
は
安

政
五
年
に
顧
問
に
招
か
れ
る
と
同
時
に
、

＠
 

始
め
、
有
司
の
士
人
に
講
釈
し
た
。
そ
れ
で
は
一
体
、
小
楠
は
『
集

『
集
義
和
書
』
の
会
読
を

義
和
書
』
等
蕃
山
の
書
の
ど
の
よ
う
な
性
格
に
ひ
か
れ
た
の
で
あ
ろ

ャっか。
藤
田
虎
之
介
を
訪
ね
夜
話
極
り
て
適
た
ま
虎
之
介
の
助
韻
に
和
す
。

温
酒
然
、
園
夜
読
を
摘
み
、
虚
心
膝
を
交
え
て
総
て
予
を
忘
る
。
議
論
熱

＠
 

せ
ざ
る
こ
と
水
よ
り
冷
た
く
、
集
義
内
外
蓄
を
読
む
に
似
た
り
。

こ
れ
は
藤
田
東
湖
を
訪
ね
た
小
楠
の
感
懐
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。

心
を
許
し
た
親
友
同
志
が
夜
を
徹
し
飲
み
か
っ
語
っ
て
い
る
際
に
あ

ら
わ
れ
た
東
湖
の
人
柄
は
『
集
義
内
外
書
』
と
同
様
に
水
よ
り
冷
た

く
、
小
楠
は
こ
の
よ
う
な
冷
徹
の
東
湖
と
蕃
山
の
書
に
ひ
か
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
嘉
永
四
年
に
小
楠
が
岡
山
に
行
っ
た
時
に
は
、

蕃
山
の
伝
統
は
全
く
地
を
払
っ
て
い
た
。

烈
公
熊
沢
御
信
用
に
て
定
て
御
自
身
も
陽
明
学
被
遊
候
と
存
じ
居
申
候

処
左
様
に
て
は
無
御
座
、
烈
公
之
御
学
窓
は
全
た
く
程
朱
に
て
御
座
候
。

・
：
陽
明
学
は
熊
沢
一
人
に
て
一
溶
は
総
て
程
朱
学
に
て
御
座
侯
。
然

処
今
日
に
至
り
候
て
は
万
事
衰
廃
致
し
、
別
て
儒
官
は
代
々
の
家
筋
の

も
の
被
用
候
間
不
学
文
首
何
之
附
も
出
来
不
申
候
、
誠
に
打
替
り
た
る



事
に
御
座
候
。
乍
然
祖
宗
来
学
意
正
大
に
御
座
候
間
右
の
面
ん
で
も
実
学

が
宜
敷
と
・
申
事
は
何
も
承
知
い
た
し
居
候
は
流
石
に
烈
公
之
御
余
風
と

＠
 

奉
存
候
。

こ
の
よ
う
に
、
池
田
光
政
と
熊
沢
蕃
山
の
聞
え
は
高
か
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
岡
山
藩
で
は
陽
明
学
は
蕃
山
一
人
で
あ
り
、
光
政

以
下
藩
内
の
す
べ
て
が
程
朱
学
で
あ
っ
た
こ
と
に
小
楠
は
一
驚
し
て

い
る
。
し
か
し
流
石
は
蕃
山
の
岡
山
だ
け
あ
っ
て
「
実
学
」
の
理
解

が
嘉
永
田
年
の
当
時
に
も
な
お
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
小
楠
は
述
べ
て

い
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
陽
明
学
の
伝

統
が
「
実
学
」
で
あ
る
と
い
う
小
楠
の
言
葉
で
あ
る
。

陽
明
学
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
塚
退
野
も
横
井
小

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

楠
も
一
度
は
陽
明
学
を
経
由
し
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た
『
遊
歴
聞
見

書
』
の
中
で
、
岡
山
藩
で
は
い
ま
だ
に
「
実
学
」
に
対
し
て
は
物
分

り
の
よ
さ
を
示
し
て
い
る
と
、
小
楠
が
述
え
て
い
る
よ
う
に
、
わ
が

国
の
陽
明
学
は
行
動
的
で
、
職
業
的
訓
詰
学
に
対
決
す
る
姿
勢
を
も

っ
て
い
た
。
小
楠
も
こ
の
よ
う
な
陽
明
学
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
っ

「
実
学
」

に
到
達
し
た
。

従
っ
て

コ
ニ
代
の
治
道
」

て、

と
い
、
つ

「
実
学
」
と
は
、
本
源
的
な
人
生
哲
学
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
実
践
の

た
め
の
学
問
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
嘉
永
四
年
、
上
国
遊
歴
中
の
小

楠
が
京
都
か
ら
長
岡
監
物
に
贈
っ
た
書
簡
に
は
、
多
く
の
陽
明
学
者

と
の
交
り
を
伝
え
、
そ
の
人
物
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

天
下
人
才
は
誠
に
大
払
底
に
て
、
是
迄
敬
服
仕
候
程
之
人
一
人
に
も
出

会
不
仕
、
学
窓
は
勿
論
申
に
不
及
正
学
に
て
も
何
学
に
て
も
一
向
に
無

御
座
候
。
責
て
指
を
屈
候
へ
は
柳
川
に
池
辺
勝
左
衛
門
、
徳
山
に
井
上

弥
太
郎
、
芸
州
に
吉
村
重
助
、
京
師
に
春
日
讃
岐
守
、
大
坂
に
大
久
保

要
、
此
五
人
に
て
御
座
候
。
就
中
被
岐
守
は
余
程
才
力
明
敏
な
る
人
物

＠
 

に
て
探
相
交
り
川
合
仕
候
。

右
五
人
の
う
ち
徳
山
藩
の
井
上
弥
太
郎
、
芸
州
藩
の
吉
村
重
助
、

京
都
の
春
日
讃
岐
守
は
陽
明
学
派
で
、
そ
の
外
に
京
都
の
中
沼
了
三
、

尾
張
藩
の
田
宮
如
雲
ら
の
陽
明
学
者
と
小
楠
は
交
っ
て
い
る
。
吉
村

重
助
は
秋
陽
と
号
し
、
佐
藤
一
斎
の
門
下
で
『
王
学
提
綱
』
等
の
著

が
あ
り
、
春
日
讃
岐
守
は
潜
庵
と
号
し
、
久
我
家
の
侍
士
で
、
ペ
リ
ー

の
浦
賀
来
航
の
時
公
を
援
け
て
大
義
名
分
を
と
な
え
、
幕
末
に
は
勤

王
の
志
士
と
交
り
、
讃
岐
守
の
位
を
贈
ら
れ
た
。
右
の
文
章
に
明
ら

か
な
よ
う
に
、
嘉
永
年
間
と
も
な
る
と
、
儒
に
し
て
も
殆
ん
ど
学
派

の
差
別
が
な
い
が
、
そ
れ
で
も
小
楠
の
交
友
に
は
案
外
に
陽
明
学
者

が
多
い
。
陽
朱
陰
王
は
当
時
ど
こ
の
藩
校
で
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、

そ
れ
だ
け
に
記
諦
の
み
を
こ
と
と
す
る
朱
子
正
学
の
無
思
想
さ
は
陽
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明
学
に
は
な
く
、
小
楠
が
一
時
興
味
を
持
っ
た
の
も
故
な
し
と
し
な



ぃ
。
し
か
し
小
楠
は
実
学
会
読
の
こ
ろ
か
ら
既
に
陽
明
学
を
卒
業
し
、

小
楠
の
遺
稿
に
は
陽
明
学
讃
美
の
一
言
を
も
聞
く
こ
と
が
出
来
ず
、

か
え
っ
て
王
学
批
判
の
き
び
し
い
言
葉
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

朱
子
以
来
宋
元
之
儒
者
盛
大
之
気
象
は
乏
敷
候
へ
共
、
大
抵
師
説
を
守

支
離
破
裂
之
病
無
御
座
候
。
明
清
儒
者
に
至
り
候
て
は
一
向
に
頭
脳
無

之
候
よ
り
格
致
之
訓
を
誤
り
、
徒
に
書
を
読
其
義
を
講
ず
る
を
以
て
問

学
と
心
得
候
a

必
覚
是
大
全
之
随
習
に
し
て
俗
儒
無
用
之
学
に
陥
入
申

候
d

王
陽
明
此
の
俗
儒
の
弊
を
見
候
て
朱
子
格
致
之
訓
如
此
と
心
得
、

良
知
之
説
を
唱
へ
別
に
寂
禅
異
端
之
峨
を
立
候
よ
り
、
朱
王
之
学
二
タ

通
り
に
相
成
、
此
道
之
大
害
誠
に
嘆
し
き
事
に
御
座
候
。
夫
陽
明
之
非

＠
 

は
一
元
よ
り
論
ず
る
不
及
候
。

」
れ
は
小
楠
の
嘉
永
二
年
の
書
簡
で
あ
る
か
ら
比
較
的
早
い
時
期

の
小
楠
の
儒
学
説
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陽
明
学
否
定

の
確
信
は
完
全
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
文
章
は
、
小
楠
の
中

国
儒
学
史
に
対
す
る
極
め
て
明
快
な
理
解
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
朱
子
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
た
ち
も
、
宋
元
時
代
に
あ
っ
て
は
朱

子
学
の
解
釈
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
が
、
明
清
時
代
に
な
る
と
、
朱

子
学
の
頭
脳
で
あ
る
と
こ
ろ
の
格
物
致
知
の
字
義
の
解
釈
さ
え
誤
る

に
至
っ
た
。
こ
れ
は
全
く
永
楽
の
四
書
大
全
の
罪
で
あ
っ
て
、
こ
れ

が
出
て
か
ら
は
誰
も
朱
子
の
著
作
の
原
典
に
当
ら
な
く
な
っ
た
。
そ

こ
で
王
陽
明
が
こ
の
弊
害
を
是
正
す
る
た
め
に
格
致
に
対
し
か
れ
独

特
の
解
釈
を
下
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
陽
明
の
所
調
良
知
の
説

で
あ
る
。
致
良
知
の
説
は
朱
王
の
論
争
を
招
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
自
身
、
寂
禅
異
端
で
あ
る
。
以
上
が
陽
明
学
に
対
す
る
小
楠
の
理

解
と
批
判
で
あ
る
。
寂
禅
異
端
と
は
、
禅
の
よ
う
に
個
人
の
心
が
人

＠
 

聞
の
関
心
の
中
心
と
な
り
、
藤
樹
や
蕃
山
や
一
斎
の
よ
う
に
実
践
行

動
に
す
ぐ
れ
て
い
て
も
、
本
源
的
に
そ
の
立
場
は
心
学
で
あ
っ
た
こ

と
は
否
定
出
来
な
い
。
小
楠
の
三
代
の
治
道
が
道
学
的
で
あ
っ
て
も

政
治
哲
学
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
鋭
く
対
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
幕
末
の
小
楠
の
思
想
は
王
陽
明
を
否
定
す
る
だ
け
で
な
く
程
朱
学

＠
 

を
も
否
定
し
、
そ
の
結
果
、
三
代
の
治
道
と
い
う
小
楠
の
新
し
い
哲

学
を
樹
立
す
る
一
方
、
幕
末
の
国
際
的
世
界
に
処
す
る
も
う
一
つ
の

新
思
想
を
持
っ
て
い
た
。

発
舜
を
し
て
当
世
に
生
ぜ
し
め
ば
西
洋
の
砲
艦
器
械
百
工
の
精
技
術
の

功
疾
く
其
の
功
用
を
尽
し
て
当
世
を
経
総
し
天
工
を
広
め
玉
ふ
こ
と
西

洋
の
及
ぶ
可
に
非
ず
。
是
れ
尭
舜
三
代
の
畏
天
経
国
と
宋
儒
の
性
命
道

徳
と
は
意
味
自
ら
別
な
る
所
あ
る
に
似
た
り
。
：
：
：
大
儒
を
批
議
す
る

に
は
非
ず
、
後
学
の
も
の
徒
に
理
学
の
説
話
に
の
み
奔
り
て
現
在
天
人

一
体
の
合
点
な
け
れ
ば
大
源
頭
に
狂
ひ
あ
り
て
事
実
の
上
に
於
て
道
を

＠
 

得
ざ
る
事
多
L
o
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こ
れ
は
慶
応
元
年
、
沼
山
津
の
小
楠
を
元
田
永
字
が
訪
れ
、
小
楠

の
談
話
を
、
氷
Z
T
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
西
洋
の

器
機
や
技
術
は
決
し
て
尭
舜
三
代
の
先
王
と
天
工
開
物
と
は
別
で
な

い
と
い
う
。
何
故
な
ら
天
と
人
と
は
一
体
で
あ
り
、
西
洋
の
人
も
東

洋
の
人
も
同
じ
天
の
も
と
に
あ
っ
て
一
体
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

桑
舜
の
畏
天
経
国
は
慶
応
の
現
代
に
あ
っ
て
最
高
の
効
力
を
発
揮
す

る
は
ず
で
あ
る
と
。
こ
こ
に
か
つ
て
の
朱
子
哲
学
の
二
元
論
は
完
全

な
一
元
論
に
す
り
か
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
従
っ
て
天
人
一
体
論
は
、
当
然
の
結
果
と
し
て
小
楠
の
認
識

論
の
逆
転
を
も
た
ら
し
た
。

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

沼
山
先
生
日
聖
人
は
虚
心
に
し
て
事
物
の
蔽
ひ
な
く
候
。
因
て
親
子
兄

弟
の
間
は
勿
論
、
他
人
と
い
へ
ど
も
応
援
す
る
所
皆
信
切
な
り
。
今
学

者
修
行
工
夫
の
義
は
克
己
勉
励
に
て
虚
心
に
な
る
べ
し
。
左
あ
れ
ば
忠

⑧
 

孝
愛
敬
天
下
の
事
物
信
愛
な
ら
ざ
る
は
な
し
。

こ
れ
は
小
楠
の
「
虚
心
」
の
す
す
め
で
あ
っ
て
、
朱
子
理
学
が
二

者
択
一
的
判
釈
に
お
い
て
差
別
の
論
理
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
虚
心
」

は
天
人
合
一
的
一
元
論
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
一
元
論
の
経
験
的
全

体
と
は
、
親
子
兄
弟
と
い
う
族
的
共
同
体
及
び
そ
の
保
制
的
拡
大
に

よ
る
一
種
の
有
機
体
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国

儒
学
一
般
の
背
景
と
同
じ
で
あ
る
が
、
陽
明
の
心
学
は
朱
子
学
の
二

元
論
を
切
り
捨
て
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
有
機
体
的
で
あ
っ
た
。
小

楠
の
こ
の
一
元
論
は
、
幕
末
国
際
世
界
に
対
処
す
る
世
界
主
義
的
な

智
恵
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
の
代
り
二
者
択
一
的
な
主
体
的
実
践
性

は
、
一
元
論
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
貫
徹
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
そ
し
て
つ
い
に
、
井
上
哲
次
郎
に
よ
っ
て
横
井
小
楠
は
陽
明
学
派

に
編
入
さ
れ
、
「
其
己
れ
を
持
す
る
の
心
術
に
至
り
て
は
、
王
学
の
痕

近
、
最
も
顕
著
な
る
も
の
あ
る
こ
と
其
所
謂
方
寸
の
修
行
に
よ
り
て

＠
 

知
る
べ
き
な
り
」
と
、
決
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
論
は
学
統
の

問
題
や
「
実
学
」
の
も
う
一
つ
の
面
、
す
な
わ
ち
形
市
上
学
的
理
性

と
し
て
の
道
学
の
問
題
を
別
に
す
る
な
ら
ば
、
見
事
に
正
踏
を
得
て

い
る
。
お
そ
ら
く
小
楠
と
い
え
ど
も
、
論
理
的
に
申
し
聞
き
は
不
可

能
で
あ
ろ
う
。

①
今
中
究
司
「
但
彼
集
研
究
序
説
」
『
文
化
学
年
報
』
第
一
六
輯
。

②
小
楠
書
簡
「
九
、
本
庄
一
郎
へ
」
嘉
一
一
・
八
・
一

O
。

③
「
九
、
本
庄
一
郎
へ
」
、
「
山
崎
門
に
て
傑
出
に
見
へ
候
人
浅
見
抑
制
斎
と
被
存
候
。

名
誉
や
一
求
め
ず
貧
賎
に
安
じ
真
儒
を
以
て
自
任
し
、
其
志
之
高
尚
な
る
は
他
の
儒

者
の
及
所
に
て
無
之
、
幾
ど
其
師
に
も
劣
り
不
申
様
相
見
へ
候
。
然
る
に
学
窓
終

に
抑
究
め
候
へ
ば
伯
夷
叔
斉
に
帰
し
、
水
戸
西
山
公
と
同
一
腹
の
様
に
見
へ
申
候
。

大
塚
返
野
云
的
献
遺
言
は
浅
見
の
骨
子
と
、
能
一
t

百
に
て
申
尽
候
。
山
崎
家
講
義

成
程
精
細
に
説
き
来
り
侠
も
の
に
て
、
講
義
に
凶
り
候
て
は
甚
以
感
心
仕
其
諮
少
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か
ら
ず
候
。
乍
去
近
世
儒
者
山
崎
を
尊
奉
い
た
し
候
も
の
大
抵
講
義
に
閤
て
文
殺

を
解
候
を
以
て
学
問
と
心
得
、
戸
冊
目
て
力
を
止
今
T
原
書
に
用
ひ
不
申
候
間
一
向
に
力

弱
し
て
知
識
通
り
不
申
、
口
ま
ね
を
い
た
し
候
様
の
弊
風
甚
し
く
大
に
悶
斎
、
納
斎

の
学
誌
を
取
り
失
ひ
、
国
阻
寡
聞
の
偏
窟
の
儒
者
に
落
ち
、
を
か
し
〈
被
存
候
」
。

「
三
七
、
伴
圭
左
衛
門
へ
」
嘉
永
六
・
五
・
七
、
「
左
一
右
衛
門
（
福
井
藩
笠

安
静
）
親
父
（
笠
タ
山
）
山
崎
学
い
た
し
例
の
講
義
読
に
て
、
父
子
是
迄
彼
之
家

中
に
て
は
学
者
と
被
称
、
自
も
先
識
を
以
て
罷
在
候
処
突
地
之
学
起
り
候
て
は
一

向
に
狼
狽
い
た
し
如
此
之
仕
合
、
何
と
も
申
段
無
御
座
、
気
之
議
成
も
の
に
て
御

座
候
」
。コ

ニ
、
遊
歴
聞
見
書
」
姫
路
、
『
横
井
小
楠
』
下
巻
、
第
四
、
詩
文
、
「
学
校

は
林
門
崎
門
の
ニ
派
有
之
、
崎
門
の
学
は
其
弊
甚
固
阪
に
陥
り
、
林
門
派
専
ら
其

弊
を
矯
め
詩
文
多
識
を
務
め
・
：
：
」
。

＠
「
沼
山
閑
居
雑
詩
、
九
首
」
、
『
小
楠
堂
詩
草
』
（
昭
和
五
年
）
及
び
『
横
井
小

楠
』
下
巻
、
「
小
楠
堂
詩
草
」
。

⑤
『
弁
道
』
、
『
日
本
倫
理
殺
編
』
巻
之
六
。

⑥
「
沼
山
対
話
」
、
『
横
井
小
楠
』
下
巻
、
遺
稿
第
第
五
、
談
録
。

⑦
「
二
五
、
荻
角
兵
衛
へ
」
文
久
元
・
二
・
二
五
。

③
「
二
三
九
、
小
河
弥
右
衛
門
へ
」
年
代
不
明
。

⑨
今
中
寛
司
『
日
本
文
化
史
研
究
』
、
四
「
佐
久
間
象
山
の
政
治
思
想
」
。

⑮
「
疑
問
」
嘉
永
四
・
一
・
九
、
『
横
井
小
楠
』
下
巻
、
遺
稿
篇
第
六
、
講
義
及

語
録
。

⑬
今
中
寛
司
『
但
練
学
の
基
礎
的
研
究
』
第
一
一
一
章
第
一
節
、
二
、
「
租
株
の
作
為

制
作
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
。

⑫
「
偶
言
」
、
『
横
井
小
楠
』
下
巻
、
遺
稿
篇
第
四
、
詩
文
、
三
、
雑
詩
。

。
「
小
楠
先
生
六
十
年
祭
記
念
講
演
会
に
お
け
る
蘇
峰
の
講
演
」
、
『
横
井
小
楠
』

上
巻
伝
記
筋
、
第
一
九
章
、
「
一
方
に
於
て
は
大
塚
退
野
先
生
・
平
野
深
淵
先
生

等
所
謂
朱
子
学
を
や
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
他
方
に
於
て
は
日
本
ば
日
本
で
立
た

ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
ふ
様
な
点
に
於
て
水
戸
学
に
も
ふ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

凡
そ
如
何
な
る
国
に
於
て
も
又
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
特
に
時
惑
を
話
す
場
合

水
戸
学
と
言
ふ
も
の
を
無
視
し
て
話
す
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
長
問
先

生
・
荻
先
生
・
横
井
先
生
は
皆
水
戸
学
を
や
っ
て
居
り
ま
す
。
横
井
先
生
は
水
戸

の
学
聞
は
偏
し
て
い
け
な
い
と
い
ふ
事
を
苦
闘
は
れ
た
が
、
横
井
先
生
を
今
日
あ
ら

し
め
た
の
は
確
に
水
一
同
学
の
御
蔭
で
あ
り
ま
す
」
。

⑬
「
四
＝
一
、
藤
田
東
湖
へ
」
嘉
永
六
・
入
・
一
五
。

⑮
「
五
七
、
立
花
萱
岐
へ
」
安
政
二
・
ニ
・
三
、
「
水
府
別
段
之
大
凶
、
戸
田
（
蓬

軒
）
・
篠
田
（
東
湖
）
之
両
土
始
士
分
以
上
三
十
余
人
之
圧
死
と
申
事
に
御
座
候
。

：
：
：
藤
田
を
失
候
て
は
外
に
可
言
人
も
無
御
座
、
唯
々
口
を
鎖
申
候
」
。

⑮
「
五
四
、
立
花
壱
岐
へ
」
安
政
二
・
＝
一
・
二

O
。

⑫
「
二
五
、
荻
角
兵
衛
へ
」
文
久
元
・
二
・
二
五
。

⑬
「
沼
山
対
－
話
」
、
「
水
戸
に
君
子
党
と
申
す
も
尽
く
君
子
に
無
之
、
小
人
党
と
呼

候
も
或
は
見
込
有
て
異
議
有
之
候
者
も
聞
に
は
有
之
候
て
、
国
主
不
明
に
て
天
狗

党
の
者
共
の
み
を
専
信
用
な
さ
れ
、
己
も
分
党
の
一
人
と
な
ら
れ
し
勢
故
如
是
の

大
禍
を
醸
し
候
」
。

⑮
「
二
八
、
岡
田
準
介
へ
」
嘉
永
五
・
七
・
一

O
。

＠
「
七
五
、
永
円
前
仁
十
郎
へ
」
安
政
五
・
八
・
八
、
「
拙
者
宅
に
て
館
、
沢
集
義
和

習
の
会
相
始
め
、
執
政
諸
・
有
司
共
外
も
参
り
極
々
討
論
、
何
時
も
鴻
鳴
迄
ば
哨
合

申
候
。
盛
愁
中
の
楽
事
と
何
も
慌
申
候
」
。

＠
「
丙
、
詩
」
、
『
鰍
井
小
楠
』
下
巻
、
遺
稿
篇
第
四
、
詩
文
。

⑫
「
三
、
遊
歴
聞
見
書
」
岡
山
、
『
横
井
小
筒
』
下
巻
、
追
加
篇
第
四
、
詩
文
。

③
「
一
五
、
長
岡
政
物
へ
」
菜
、
永
阻
・
五
・
六
。

⑫
「
九
、
本
庄
一
郎
へ
」
嘉
永
二
・
八
・
一

O
。

②
「
二
、
遊
学
雑
士
山
」
天
保
一

0
・四
J
同
一
一
・
二
、
『
横
井
小
愉
』
下
巻
、

遺
稿
錦
、
「
当
時
大
間
一
斎
（
佐
藤
）
倣
堂
（
松
崎
）
と
唱
れ
ど
も
、
共
突
は
一

斎
中
々
機
堂
に
及
ば
ず
。
・
：
吾
初
林
門
に
入
て
思
ふ
旗
本
の
人
多
く
出
入
す
る
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可
と
考
し
に
、
存
外
の
事
な
り
、
受
日
楼
（
佐
藤
一
斎
）
の
講
釈
に
旗
本
の
人
或

ば
一
人
も
見
ぬ
程
に
て
、
更
に
平
生
出
入
の
人
な
し
」
。

③
「
九
、
本
庄
一
郎
へ
」
嘉
、
一
一
・
八
・
一
つ
、
「
我
朱
子
之
学
之
弊
凡
て
格
致

之
訓
を
誤
り
候
に
国
て
和
漢
古
今
共
に
燕
用
之
阻
儒
に
陥
入
り
天
地
之
問
に
有
益

無
之
候
故
、
明
性
気
材
識
有
之
も
の
は
此
俗
儒
を
見
て
朱
子
学
と
心
得
、
或
は
良

知
之
説
に
陥
入
り
或
は
功
利
に
入
り
、
又
は
学
問
無
用
な
る
も
の
に
存
じ
、
一
切

学
事
を
除
候
に
成
り
行
候
は
尤
当
今
天
下
の
あ
り
機
に
て
、
抗
、
起
り
本
き
候
所
ば

全
俗
儒
之
阻
に
有
之
、
慨
嘆
之
至
に
御
座
候
」
。

②
「
三
、
沼
山
閑
話
」
、
『
横
井
小
楠
』
下
巻
、
遺
稿
篇
、
第
五
、
談
録
。

③
「
疑
問
」
。

③
井
上
哲
次
郎
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』

横
井
小
楠
。

（
明
治
一
三
二
年
）
第
四
約
第
三
章
、

3

小
楠
の
新
儒
学
説

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

小
楠
の
新
儒
学
説
と
は
、
朱
子
学
や
陽
明
学
を
も
否
定
し
て
、
＋
莞

舜
三
代
の
治
道
に
復
る
実
学
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
前
章
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
世
記
請
の
学
が
孔
孟

や
朱
子
の
学
聞
を
正
確
に
把
握
理
解
す
る
こ
と
な
く
訓
詰
の
末
に
拘

泥
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
う
の
で
は
な
く
、
朱
子
学
そ
の
も
の
の
間

違
い
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
こ
と
巳
お
さ
む

皐
陶
諜
に
六
府
三
事
允
父
と
有
之
、

土
・
穀
の
六
物
を
指
候
て
民
生
日
用
の
財
用
不
可
欠
者
な
り
。
聖
人
上

六
府
は
水
・
火
・
木
・
金

に
在
て
民
生
日
用
の
世
話
を
い
た
さ
れ
右
の
六
府
を
父
め
て
其
用
を
尽

し
、
物
産
を
仕
立
て
器
用
を
造
作
し
許
大
の
生
道
を
建
立
せ
ら
れ
た
り
。

。
。
。
。
。
。

是
実
に
聖
人
代
天
の
大
作
用
な
る
に
、
朱
子
之
を
知
ら
ず
し
て
五
行
の

①
 

気
と
穀
と
を
合
し
て
六
府
と
す
と
説
け
る
は
大
な
ろ
誤
に
て
候
。

こ
う
よ
う
ぽ

『
皐
陶
諜
』
は
書
経
の
編
名
で
、
亮
舜
の
と
き
の
君
臣
の
名
言
を

集
め
た
も
の
で
、

同
じ
く
書
経
の

水
火
木
金
土
穀
を
六
府
と
し
、

『
大
馬
諜
』
篇
に
は
正
徳
・
利
用
・
厚
生
を
三
事
と
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
実
舜
は
、
利
用
・
厚
生
を
政
道
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
朱
子
は
こ
れ
を
陰
陽
五
行
の
易
の
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、

大
き
な
誤
り
で
あ
る
と
、
小
楠
は
い
う
。
こ
れ
が
実
学
で
あ
る
な
ら

ば
、
小
楠
の
完
舜
三
代
の
治
道
は
、
朱
子
の
易
的
形
而
上
学
を
廃
し

て
先
王
の
政
治
哲
学
を
主
張
す
る
祖
株
学
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
ま

た
先
王
の
道
を
「
代
天
の
大
作
用
」
と
規
定
す
る
こ
と
も
ま
た
祖
彼

学
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
大
馬
謀
』
が
正
徳
・

利
用
・
厚
生
を
い
う
よ
う
に
、
発
舜
三
代
の
治
道
の
第
一
原
理
は
正

徳
で
あ
っ
て
利
用
・
厚
生
で
は
な
い
。
小
楠
が
祖
練
学
は
功
利
主
義

で
あ
る
と
し
て
し
り
ぞ
け
て
い
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
両
者
の
利
用
・
厚
生
に
関
す
る
原
理
が
同
一
で
な
い
か

( 55) 

ら
で
あ
る
。
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乍
然
是
等
政
事
も
末
之
事
に
て
其
根
本
は
初
に
も
申
通
り
此
学
の
一
字

三
代
以
上
之
心
取
第
一
之
事
に
て
是
又
申
に
不
及
候
。
此
三
代
之
心
取

と
秦
漢
以
来
之
心
取
は
事
功
に
応
ず
る
心
性
情
よ
り
発
す
る
と
発
せ
ざ

る
と
の
こ
の
間
に
て
、
皆
同
ば
買
誼
杯
の
如
き
人
材
と
云
は
れ
候
者
の
心

呉
楚
七
国
を
削
り
或
は
旬
奴
を
亡
さ
ん
と
打
立
心
の
起
り
は
只
に
時
の

す
見
て
思
ひ
そ
の
に
て
、
呉
楚
七
国
は
文
帝
之
兄
弟
叔
考
古

た
る
を
少
も
気
の
付
ぬ
は
余
り
な
る
不
仁
不
義
の
心
な
ら
ず
や
。

」
れ
は
、
文
久
元
年
、
福
井
か
ら
熊
本
の
荻
と
元
田
に
当
て
た
小

楠
の
書
簡
で
、
こ
の
こ
ろ
の
小
楠
は
す
で
に
開
国
通
交
論
者
で
あ
っ

た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
倫
理
的
根
拠
が
『
大

属
議
』
の
正
徳
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
書
簡
に
見
る
よ
う
に
、
完
舜
の

「
事
功
」

治
道
の
学
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
広
い
意
味
で
の

」
と
に

「
利
用
厚
生
」
は
「
性
情
」
に
忠
実
で
あ
る
か
ど
・
つ
か
の
間
題
で
あ

る
。
こ
こ
で
小
楠
は
前
漢
の
買
勘
を
例
に
あ
げ
て
、
外
交
や
国
家
間

の
戦
い
は
兄
弟
叔
姪
の
骨
肉
関
係
か
ら
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

」
の
よ
う
な
小
楠
の
思
想
構
造
は
、

「
政
事
も
末
之
事
」
と
い
っ
て

い
る
よ
う
に
、
実
舜
の
治
道
の
前
提
は
「
三
代
以
上
之
心
取
」
で
あ

っザ白、、

「
性
情
」
に
発
す
る
か
発
し
な
い
か
の
二
者
択
一
的
差
別
に

立
脚
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
す
る
限
り
、
小
楠
の
思
想
は
紛
れ

も
な
い
朱
子
学
的
二
元
論
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
二
者
択

的
差
別
の
原
理
が
「
理
性
」
で
は
な
く
「
性
情
」
で
あ
る
こ
と
に
、

( 56) 

小
楠
の
新
儒
学
説
の
問
題
の
す
べ
て
が
か
か
っ
て
い
る
。
何
故
な
ら

56 

「
性
情
」
と
は
「
心
」
で
あ
り
、
こ
と
に
そ
れ
は
小
楠
の
い
う
よ
う
に

「
兄
弟
叔
姪
の
骨
肉
関
係
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
全
く

陽
明
の
族
的
心
学
と
何
ら
選
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
。
前
章
で
小
楠
の
思

想
の
陽
明
学
的
疑
義
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
以
上
の
点
で
小
楠
の
思

想
の
疑
義
は
益
生
深
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
王
陽
明
が
、
「
良
知
の

＠
 

二
字
は
実
に
千
古
聖
々
相
伝
の
滴
骨
血
に
外
な
ら
ず
」
と
い
っ
て
い

る
よ
う
に
、
個
人
の
「
心
」
や
「
良
知
」
は
家
族
的
血
液
を
通
じ
て
、

ま
た
民
族
の
祖
霊
を
通
じ
て
「
天
」
と
一
体
と
な
る
。
こ
こ
に
い
う

「
滴
骨
血
」
と
は
南
史
の
梁
の
予
章
王
綜
の
伝
に
見
え
る
六
朝
時
代

の
伝
説
で
、
生
者
の
血
を
死
者
の
枯
骨
に
注
ぐ
と
、
そ
の
枯
骨
が
血

縁
者
で
あ
れ
ば
枯
骨
は
生
身
に
復
活
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
が
血

縁
者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
出
で
き
る
と
い
う
。

従
っ
て
陸
王
の

「
良
知
」
は
「
滴
骨
血
」
と
同
様
に
血
縁
的
永
遠
の
生
命
に
よ
っ
て

保
証
さ
れ
た
人
間
の
「
心
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
の
儒
学
そ
の
も
の
の
経
験
的
前
提
が
族

的
共
同
体
の
心
情
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
、
朱

子
学
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
た
だ
朱
子
学
に
つ
い
て
い
え
る
も
う



一
つ
の
こ
と
は
、
宋
代
の
民
族
的
危
機
に
際
し
、
こ
の
よ
う
な
共
同
体

的
心
情
を
宇
宙
的
理
性
に
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
族
主
義
運
動
を

推
進
し
、
易
的
二
元
論
を
論
理
学
に
ま
で
体
系
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
小
楠
の
同
朋
主
義
的
一
元
論
は
た
し
か
に
陽
明
学
に

近
い
感
覚
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
小
楠
は
安
政
二
年

前
後
か
ら
開
国
論
者
と
な
る
が
、
そ
れ
に
は
同
朋
主
義
的
一
元
論
の

裏
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
つ
は
自
ら
強
ふ
し
て
宇
内
に
横
行
す
る
に
足
る
に
至
ら
ん
と
に
は
水

軍
を
始
め
航
海
を
開
く
べ
し
と
申
説
に
御
座
候
。
一
つ
は
彼
れ
が
四
海

兄
弟
の
説
に
同
じ
て
、
胸
臆
を
開
て
彼
と
一
体
の
交
易
の
利
を
通
ず
ベ

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

し
と
申
す
べ
し
と
申
す
説
に
御
座
候
。
横
行
と
申
す
こ
と
己
に
公
共
の

天
理
に
あ
ら
ず
候
。
所
詮
宇
内
に
乗
出
す
に
は
公
共
の
天
理
を
以
て
彼

等
が
紛
乱
を
も
解
く
と
申
丈
の
規
模
無
之
候
て
は
相
成
間
敷
、
徒
に
威

⑤
 

力
を
張
る
の
見
に
出
で
な
ば
後
来
禍
患
を
招
く
に
至
る
べ
く
候
。

」
れ
が
元
治
元
年
こ
ろ
の
小
楠
の
開
国
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

日
本
の
外
交
に
は
「
武
力
横
行
」
と
「
四
海
兄
弟
」
の
二
途
が
あ
る

が
、
小
楠
は

「
四
海
兄
弟
」

を

「
公
共
の
天
理
」

と
称
し
、

世
紀
後
半
の
世
界
情
勢
は
も
は
や
「
武
力
横
行
」
の
時
代
で
な
く
、

「
武
力
横
行
」
は
亡
国
に
通
ず
る
と
理
解
し
警
戒
し
て
い
る
c

渠
等
申
唱
へ
候
議
論
皆
枝
葉
末
流
に
付
け
精
微
に
研
究
す
る
迄
に
て
、

九

至
誠
側
恒
よ
り
発
出
致
候
者
と
は
相
違
い
た
し
候
。
其
本
く
処
は
皐
克

利
害
よ
り
出
候
て
暴
虐
無
理
を
振
舞
候
て
は
終
に
其
害
を
受
く
べ
き
こ

と
を
察
知
致
し
、
只
今
に
至
り
て
は
万
国
皆
人
の
国
を
奪
取
な
ど
の
こ

と
不
仕
候
。
七
分
の
合
戦
よ
り
三
分
の
交
械
は
莫
大
の
利
に
て
候
え
ば

今
に
謝
絶
致
候
は
Z
必
ず
戦
争
に
及
可
申
候
。

小
楠
は
「
四
海
兄
弟
」
が
西
洋
人
の
思
想
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を

「
公
共
の
天
理
」
と
し
て
賛
成
し
た
。
し
か
し
同
じ
く
『
沼
山
対
話
』

に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
西
洋
人
の
こ
の
思
想
は
、
全
く
か
れ
ら

の
利
害
打
算
か
ら
出
て
い
る
こ
と
を
小
楠
は
強
調
し
て
い
る
。
そ
し

て
当
時
開
国
し
た
筈
の
日
本
が
撰
夷
論
の
薩
長
に
よ
っ
て
文
久
三
年

に
下
関
事
件
や
薩
英
戦
争
を
起
し
た
こ
と
に
大
変
な
危
険
を
感
じ
、

「
今
日
の
勢
宇
内
万
国
一
同
交
通
致
し
候
え
ば
今
日
本
一
国
鎖
国
割

拠
の
旧
習
を
主
張
候
え
ば
乍
に
万
国
を
敵
に
引
受
眼
前
の
滅
亡
の
禍

を
招
く
べ
く
、
長
州
の
一
件
に
て
被
知
候
。
さ
し
よ
り
江
戸
御
城
下

を
始
め
渠
等
に
焼
立
て
ら
れ
人
民
惨
但
を
極
む
べ
く
駒
」
と
、
実
恥

を
こ
め
て
語
っ
て
い
る
。
従
っ
て
「
四
海
兄
弟
」
の
「
公
共
の
天

⑨
 

理
」
は
、
西
洋
人
の
場
合
、
眼
前
の
打
算
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
小
楠
も
ま
た
眼
前
の
現
実
を
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
だ
け

で
な
く
、
も
し
小
楠
が
「
四
海
兄
弟
」
に
味
方
す
る
と
す
れ
ば
そ
れ

( 57) 

相
当
の
思
想
的
裏
付
け
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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学
問
の
規
模
は
宇
宙
皆
我
分
内
と
致
す
べ
く
候
。
凡
我
心
の
理
は
六
合

に
亙
り
て
通
ぜ
ざ
る
こ
と
な
く
、
我
が
側
恒
の
誠
は
宇
宙
開
の
こ
と
皆

に
ひ
ー
か
ざ
る
は
な
き
者
に
候
。
世
の
学
者
大
抵
一
偏
に
拘
執
せ
ら
れ

⑪
 

て
我
れ
と
我
心
を
狭
小
に
す
る
も
の
多
く
候
。

宇
宙
を
す
べ
て
我
が
分
内
と
す
る
「
側
但
の
誠
」
は
、
広
い
意
味

で
の
人
間
性
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
儒

教
固
有
の
発
想
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、

「
乍
去
渠
等
（
洋
人
）
追
々

の
世
変
を
経
て
利
害
の
終
始
を
瞭
視
す
る
処
有
て
不
仁
不
義
の
終
に

愚
を
招
く
に
至
る
こ
と
を
知
て
甚
し
き
暴
虐
は
な
さ
立
る
の
み
な
ら

ず
、
近
来
は
又
人
の
国
を
奪
取
す
な
ど
申
す
こ
と
は
勢
不
行
こ
と
L

⑬
 

存
決
し
て
不
仕
候
」
と
小
楠
が
つ
づ
け
て
い
る
よ
う
に
、
洋
人
の
仁

義
は
功
利
打
算
で
あ
る
。

げ
三
軍
の
司
命
た
ら
ば
楽
毅
諸
首
相
の
兵
た
る
も
の
誰
か
疑
を
容
る
可
け

ん
や

J

：
・
・
是
其
平
生
習
学
の
力
に
し
て
所
謂
真
正
の
大
英
雄
人
と
は

⑫
 

武
侯
朱
子
の
外
に
又
誰
あ
り
と
ぞ
称
す
可
き
や
。

」
の
よ
う
に
宋
朝
の
朱
子
を
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
英
雄
と
見

る
小
楠
の
理
解
は
、
ま
こ
と
に
正
し
い
の
で
あ
っ
て
、
『
朱
子
文
集
』

に
は
宋
王
朝
の
金
に
対
す
る
報
復
と
大
義
名
分
・
華
夷
の
弁
を
献
策

し
た
朱
子
の
高
宗
や
孝
宗
に
対
す
る
上
奏
文
で
充
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
朱
子
を
以
て
中
国
随
一
の
三
軍
の
司
命

と
称
す
る
小
楠
の
言
葉
は
同
時
に
か
れ
の
抱
負
で
も
あ
る
わ
け
で
、

安
政
二
年
以
前
の
小
楠
は
過
激
な
撰
夷
論
者
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し

⑬
 

小
楠
は
そ
の
後
も
富
国
強
兵
を
と
な
え
一
致
の
海
軍
を
主
張
し
て
、

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
実
現
は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
で
あ
る

「
側
阻
の
誠
」
や
仁
が
東
洋
の
固
有
の
も
終
生
軍
国
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
捨
て
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

方
今
五
大
洲
中
の
勢
英
に
帰
せ
ざ
れ
ば
則
魯
に
帰
す
、
英
魯
両
立
す
ベ

の
か
。

熟
会
当
今
天
下
の
勢
を
見
る
に
太
平
殆
ん
ど
三
百
年
に
垂
と
し
て
綱
紀

の
陵
夷
民
俗
の
傾
廃
は
申
も
愚
か
な
れ
、
士
気
の
衰
弊
に
至
り
て
は
我

邦
往
古
以
来
今
日
よ
り
甚
し
き
は
無
之
、
彼
南
宋
の
衰
弱
は
同
病
相
憐

と
も
云
ふ
ベ
け
れ
、
況
又
洋
夷
の
悪
気
計
り
難
き
の
憂
迫
り
た
ろ
は
又

彼
の
金
虜
の
勢
強
大
な
る
と
同
じ
。
：
：
・
朱
子
平
生
の
義
気
天
下
の
人

心
を
感
動
し
、
尤
も
兵
事
に
分
暁
な
る
は
其
霊
園
を
見
て
明
か
な
り
。
挙

か
ら
ず
、
是
文
勢
止
む
べ
か
ら
ず
。
此
に
於
て
我
邦
一
視
同
仁
明
ら
か

に
天
地
の
大
道
を
以
て
深
く
彼
等
の
私
を
説
破
し
、
万
国
自
ら
安
全
の

道
を
示
す
べ
き
也
。
我
国
の
万
国
に
冠
絶
し
て
永
一
く
帝
国
の
尊
号
欠
る

こ
と
な
き
は
今
日
の
習
気
を
一
変
し
て
天
地
の
大
道
に
帰
せ
し
む
る
に

⑬
 

あ
り
。

」
の
文
章
は
起
草
の
年
月
不
明
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
見
て
維
新

に
際
し
て
草
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
英
露
の
東
洋
侵
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略
に
対
抗
す
る
道
は
帝
国
主
義
以
外
に
な
い
と
い
う
小
楠
の
意
見
を

聞
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
も
小
楠
は
人
倫
国
家
を
世
界
に
宣
言

し
、
こ
れ
を
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
当
て
る
と
い
う
論
理
的
矛

盾
を
放
置
し
て
い
る
。
し
か
し
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
構
造
は
、
小
楠

の
場
合
、
中
国
及
び
日
本
の
儒
教
と
い
う
特
殊
な
倫
理
色
「
天
地
の

大
道
」
と
い
う
普
遍
的
人
間
の
実
践
理
性
に
体
系
化
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
場
合
、
朱
子
学
的
二
者
択
一
の
原
理
は
陽
明
学
的
一
元
論

に
よ
る
「
一
視
同
仁
」
へ
移
行
し
、
特
殊
が
無
媒
介
に
普
遍
と
直
結

し
て
超
国
家
主
義
に
堕
落
す
る
か
、
或
い
は
無
批
判
に
東
洋
と
西
洋

の
社
会
の
同
一
を
説
く
汎
神
論
に
退
化
す
る
か
の
二
つ
の
危
険
が
あ

る
。
小
楠
の
場
合
は
後
者
に
近
い
と
い
え
よ
う
。

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

英
吉
利
に
有
っ
て
は
政
体
一
に
民
情
に
本
づ
き
、
官
の
行
ふ
処
は
大
小

と
な
く
必
悉
民
に
議
り
、
其
便
と
す
る
処
に
随
て
其
好
ま
ざ
る
処
を
強

お
る
し
ゃ

ひ
ず
O
i
－
－
－
其
他
俄
羅
斯
を
初
各
国
多
く
は
文
武
の
学
校
は
勿
論
病
院

・
幼
院
・
唖
聾
院
等
を
設
け
、
政
教
悉
く
倫
理
に
よ
っ
て
生
民
の
為
に

す
る
に
急
な
ら
ざ
る
は
な
し
、
殆
三
代
の
治
教
に
符
合
す
る
に
至
初

イ
ギ
リ
ス
の
民
主
政
治
、
ロ
シ
ア
の
社
会
政
策
等
に
関
す
る
小
楠

の
知
識
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
幕
末
の
先
覚
者
、
例
え

ば
佐
久
間
象
山
や
吉
田
松
陰
等
の
知
識
と
全
く
同
じ
で
、
同
じ
ニ
ュ

ー
ズ
・
ソ
l
ス
か
ら
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
西
洋
近
代
社
会
が
唐
虞
三
代
の
治
教
と
符
合
す
る
と
い
う

小
楠
の
思
想
は
、
儒
教
の
拡
大
解
釈
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
を
以
て

小
楠
は
か
れ
の
新
儒
学
説
と
し
て
誇
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
と

に
ワ
シ
ン
ト
ン
の
、
世
界
平
和
・
世
界
主
義
的
知
識
・
共
和
蜘
（
公

共
和
平
）
を
も
三
代
の
治
教
と
す
る
に
至
っ
て
は
、
小
楠
の
新
儒
学

は
ま
す
ま
す
そ
の
欠
陥
の
裂
け
目
を
大
き
く
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

治
教
は
三
代
に
法
る
べ
き
事
に
て
、
三
代
は
大
聖
上
に
在
り
大
賢
下
に

居
て
教
を
敷
故
に
学
校
の
設
け
も
治
道
を
補
て
人
材
を
出
す
に
足
れ

り
。
今
の
君
臣
才
徳
た
と
へ
一
二
代
に
及
ば
ず
と
も
、
治
教
は
三
代
を
目

当
と
す
る
の
外
な
け
れ
ば
君
臣
相
共
に
文
武
の
道
の
離
る
べ
か
ら
ざ
る

を
体
認
し
て
、
人
君
は
上
に
在
て
慈
愛
恭
倹
公
明
正
大
の
心
を
操
っ
て

是
を
古
聖
賢
に
質
し
是
れ
を
武
備
に
練
り
、
是
を
聖
教
に
施
す
に
性
情

に
本
づ
き
葬
倫
に
よ
り
至
誠
一
側
但
を
以
て
臣
僚
を
率
ひ
梨
庶
を
治
情

以
上
が
『
国
是
三
論
』
の
結
論
で
あ
る
。
万
延
元
年
、
三
た
び
福

井
藩
の
松
平
春
岳
に
召
さ
れ
て
福
井
入
り
を
し
た
小
楠
が
福
井
藩
首

脳
に
献
策
し
た
の
が
こ
の
『
国
是
三
論
』
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
小
楠
の

新
儒
学
説
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ω小
楠
の
実
学
す
な

わ
ち
桑
舜
孔
子
の
道
、
三
代
の
治
道
は
朱
子
学
や
陽
明
学
を
超
え
た

新
し
い
政
治
哲
学
的
儒
学
で
あ
る
と
小
楠
は
自
称
し
て
い
る
。

ωし

か
し
そ
の
学
統
が
退
野
学
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
理
気
・
善
悪
等
倫
理
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的
二
元
論
に
立
ち
正
邪
善
悪
の
差
別
に
つ
と
め
る
点
に
お
い
て
紛
れ

も
な
い
朱
子
学
的
思
想
構
造
を
持
つ
。

ω小
楠
は
陽
明
学
を
心
学
と

理
解
し
、
汎
神
論
的
世
界
理
解
は
小
楠
に
い
わ
せ
る
な
ら
決
し
て
陽

明
学
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
こ
そ
小
楠
の
所
謂
実
学
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
客
観
的
に
は
依
然
と
し
て
陽
明
学
的
思
考

の
問
題
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
開
国
論
を
主
張
し
て
西
洋
の
共
和
制
や
民
主
政
治

を
積
極
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
た
小
楠
が
、
後
世
特
に
注
目
さ
れ
た

の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
理
解
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

西
洋
に
正
教
あ
り
問
料
認
す
、
其
教
え
は
上
帝
に
本
っ
き
、
戒
律
以
て

人
を
導
き
、
善
を
勧
め
悪
戻
を
懲
ら
し
、
上
下
こ
れ
を
信
奉
し
て
、
教

え
に
因
っ
て
法
制
を
立
て
、
治
教
相
離
れ
ず
、
是
を
以
て
人
は
奮
励
す
。

｛
神
カ
）
や
自
T

我
れ
に
三
教
あ
り
と
難
も
、
人
心
は
繋
ぐ
所
な
く
、
口
仏
良
荒
唐
に
し

て
、
儒
も
亦
文
芸
に
落
ち
、
政
道
と
教
法
と
は
、
耐
積
と
し
て
其
の
弊

め
ら

を
見
わ
す
。
洋
夷
こ
も
ご
も
港
に
進
み
、
必
ず
貨
利
を
以
て
曳
き
、
人

あ

あ

心
は
異
教
に
溺
れ
、
禁
じ
難
き
は
是
れ
其
れ
勢
な
り
。
嵯
乎
唐
虞
の
道

あ
さ
は
れ

は
、
明
白
な
る
こ
と
朝
震
の
如
く
、
こ
れ
を
捨
て
て
用
い
る
を
知
ら
ず
、

し
も
ベ

甘
ん
じ
て
西
洋
の
隷
と
な
る
。
世
量
に
魯
連
な
か
ら
ん
や
、
去
り
て
東

海
を
踏
み
て
姥
れ
ん
の
句
。

こ
れ
は
安
政
二
年
当
時
の
小
楠
が
キ
リ
ス
ト
教
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
た
か
を
物
語
る
文
章
で
、
恐
ら
く
小
楠
の
キ
リ
ス
ト
教
諭
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と
し
て
は
一
番
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日

本
の
儒
仏
神
は
と
も
に
政
教
の
原
理
と
し
て
も
は
や
殆
ん
ど
効
力
は

な
く
、
神
仏
は
空
論
に
堕
落
し
、
儒
は
野
園
の
例
の
よ
う
に
文
芸
の

末
に
は
し
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
は
西
洋
の
政
教
の
基

本
原
理
と
し
て
の
面
白
を
保
持
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
キ
リ
ス
ト

教
の
宗
教
的
源
頭
は
上
帝
す
な
わ
ち
天
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
倫
理

の
所
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
小
楠
は
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
恐

る
べ
き
強
敵
が
今
や
日
本
の
港
に
上
陸
し
、
功
利
と
キ
リ
ス
ト
教
を

以
て
攻
勢
を
か
け
て
来
て
い
る
限
り
、
日
本
が
キ
リ
ス
ト
教
国
の
倖

虜
と
な
る
の
は
も
は
や
時
間
の
問
題
で
あ
る
。
中
国
戦
国
期
の
斉
国

に
魯
仲
連
と
い
う
節
義
の
土
が
あ
り
、
越
・
貌
の
国
王
に
説
い
て
夷

狭
秦
を
帝
と
す
る
こ
と
に
反
対
さ
せ
た
故
事
が
あ
る
が
、
日
本
の
魯

仲
連
は
い
つ
出
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
出
な
け
れ
ば
、
小
楠
は
東

海
に
身
を
投
げ
て
死
に
た
い
、
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と

い
っ
て
現
在
救
済
の
手
段
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
唐
虞
三

代
の
治
道
を
今
に
行
う
こ
と
だ
け
が
残
さ
れ
た
唯
一
の
手
段
で
あ
る
、

と
い
う
の
が
小
楠
の
結
論
で
あ
る
。
こ
こ
に
小
楠
の
新
儒
学
の
現
実

的
偉
力
と
効
用
が
あ
る
わ
け
で
、
小
楠
学
は
文
学
の
閑
事
業
で
は
な



く
、
救
世
の
唯
一
絶
対
の
哲
学
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
し
て

も
こ
の
文
章
に
関
す
る
限
り
小
楠
は
つ
い
に
決
し
て
異
教
の
徒
で
は

P
4

、
っ
，
』
。

f
・ヵ

天
主
教
の
う
ち
流
派
相
分
れ
「
プ
ロ
ッ
テ
タ
ン
ト
」
教
、
「
ヵ
ト
レ
イ

キ
」
教
杯
と
申
候
て
四
五
之
派
有
之
、
猶
我
孔
夫
子
之
道
に
於
て
朱
子

・
陽
明
と
分
候
様
子
に
て
、
当
時
六
大
洲
中
日
本
、
唐
土
の
外
は
大
抵

天
主
教
に
一
統
い
た
し
上
下
総
て
此
教
法
を
実
地
に
相
守
り
、
其
学
之

法
則
は
経
義
を
講
究
し
其
国
々
之
法
律
を
明
弁
し
其
国
之
歴
史
は
申
に

小楠学の儒教的思怨形態について（今中）

不
及
天
下
諸
国
之
事
情
物
産
を
究
め
、
天
文
地
理
航
海
よ
り
し
て
海
陸

之
戦
法
器
械
を
講
明
し
天
地
問
之
理
を
集
合
す
る
を
以
て
道
と
い
た
し

学
び
申
侯
由
。
：
：
：
概
亦
執
政
大
臣
等
要
路
之
役
人
総
て
一
国
之
公
論

に
因
て
瓢
惨
い
た
し
、
国
王
と
い
へ
共
自
己
之
心
を
以
て
い
た
し
申
候

儀
は
法
律
じ
お
ゐ
て
相
成
不
申
候
杯
三
代
之
学
校
之
勢
相
見
え
・
申
候
。

．
・
・
・
・
・
聖
人
之
道
に
明
な
ら
ず
三
代
之
治
道
に
熟
せ
ざ
る
人
は
我
に
道
無

⑮
 

之
故
必
ず
西
洋
に
流
溺
す
る
は
自
然
之
勢
也
。

こ
の
小
楠
の
書
簡
は
安
政
三
年
の
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
が
、
キ
リ

ス
ト
教
の
優
秀
さ
を
認
め
な
が
ら
、
わ
れ
に
一
一
一
代
の
治
道
あ
り
、
と
し

て
極
力
西
洋
の
防
遁
に
つ
と
め
る
態
度
は
少
し
も
変
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
士
ロ
支
丹
と
天
主
教
と
は
別
も
の
で
、

天
主
教
の
中
に
ブ
ロ
ッ
テ
タ
ン
ト
教
す
な
わ
ち
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と

カ
ト
レ
イ
キ
教
す
な
わ
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
等
四
つ
五
つ
の
流
派
が
あ
る

と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
小
楠
は
旧
教
と
新
教
の
区
別
は
知
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
旧
教
が
カ
ト
リ
ッ
グ
で
あ
る
こ
と
に
は
気

が
つ
か
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
天
主
教
は
東
洋
の
儒
学
の
よ

う
に
、
そ
れ
は
天
を
源
頭
と
す
る
信
仰
で
あ
る
と
と
も
に
あ
ら
ゆ
る

学
問
・
技
術
・
政
治
・
社
会
の
根
源
で
あ
り
、
西
洋
の
民
主
政
治
も

共
和
制
も
こ
こ
か
ら
流
出
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
最
後

に
そ
れ
は
三
代
の
治
教
と
全
く
同
じ
と
見
て
い
る
と
こ
ろ
に
小
楠
独

自
の
哲
学
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西
洋
人
の
哲
学
や
キ
リ

ス
ト
教
等
他
の
如
何
な
る
長
所
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
正
体
は
功

利
主
義
で
あ
る
と
い
う
の
が
小
楠
の
西
洋
観
の
第
一
原
理
で
あ
る
か

ら
、
現
象
的
に
ど
れ
程
西
洋
が
優
秀
で
も
、
小
楠
は
三
代
の
治
教
を

捨
て
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
汎
神
論
的
な
四
海
同
朋
、
世
界
共
通
の

現
象
を
眼
前
に
し
な
が
ら
、
朱
子
学
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
主
張
し

つ
づ
け
る
の
が
小
楠
学
の
帰
結
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

明
治
二
年
正
月
五
日
、
小
楠
が
生
命
を
お
と
し
た
原
因
は
、
小
楠
が

邪
教
の
徒
で
あ
り
売
国
奴
で
あ
る
と
い
う
世
の
誘
り
に
あ
っ
た
。
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横
井
平
四
郎

此
者
是
迄
の
姦
計
、
枚
挙
に
遠
あ
ら
ず
候
得
共
姑
ら
く
こ
れ
を
舎
く
。

61 



今
般
夷
敗
に
同
心
し
、
天
主
教
を
海
内
に
蔓
延
せ
し
め
ん
と
す
。
邪
教

蔓
延
致
し
候
節
は
、
皇
国
は
外
夷
の
有
と
相
成
り
候
事
顕
然
な
り
。
併

し
朝
廷
御
畳
庸
の
人
を
殺
害
に
及
び
候
事
深
く
恐
れ
入
り
奉
り
候
へ

共
、
売
国
の
姦
要
路
に
塞
り
居
候
時
は
前
条
の
次
第
に
立
ち
至
り
候
故
、

＠
 

巳

を

得

ず

天

叫

献

を

加

う

る

者

也

。

天

下

有

志

刺
客
は
大
和
国
十
津
川
の
郷
土
や
諸
国
の
浪
人
達
で
あ
っ
た
が
、

右
の
斬
好
状
は
、
も
と
大
和
郡
山
藩
の
足
軽
で
当
時
浪
人
で
あ
っ
た

柳
田
直
蔵
が
懐
中
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
当
時
の
世
間
は

刺
客
に
対
し
て
同
情
的
で
、
裁
判
も
ま
た
世
間
を
無
視
出
来
な
か
っ

た
。
こ
こ
ら
に
維
新
期
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
性
格
を
伺
う
こ
と
が

出
来
る
。
小
楠
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
は
朱
子
の
二
元
論
か
ら
出
発

し
た
実
学
の
裏
付
け
が
あ
り
、
さ
ら
に
儒
教
的
天
へ
の
信
仰
を
発
展

さ
せ
た
四
海
同
朋
的
一
元
論
が
あ
り
、
日
本
的
陽
明
学
に
見
ら
れ
る

独
善
的
神
国
論
の
無
思
想
さ
は
小
楠
に
は
見
当
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

な
小
楠
学
の
哲
学
的
冷
静
さ
は
、
小
楠
の
藤
田
東
湖
評
や
、
蕃
山
の

『
集
義
和
書
』
評
の
と
こ
ろ
で
先
に
も
述
べ
た
。
そ
れ
は
維
新
期
の

超
国
家
的
ナ
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
は
全
く
異
質
の
も
の
に
さ
え
見
え

た
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
も
う
一
つ
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

「
実
学
」
と
い
う
言
葉
と
そ
の
概
念
が
朱
子
に
始
ま
る
も
の
で

＠
 

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
朱
子
の
「
実
学
」
は
『
朱
子
文
集
』
で

iま
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説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
生
活
の
真
実
を
、
古
来
よ
り
の
制
度

慣
習
の
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
究
め
る
学
問
で
あ
る
。
そ

の
た
め
の
方
法
論
は
古
来
の
資
料
の
文
献
学
的
実
証
的
吟
味
で
あ
る

か
ら
、
朱
子
の
「
実
学
」
は
第
一
に
文
献
学
で
あ
る
。
第
二
に
朱
子

は
「
実
学
」
を
「
実
体
の
学
」
と
称
し
、

『
朱
子
語
類
』
に
、

人

多
く
こ
の
道
理
を
と
っ
て
一
筒
懸
空
の
物
と
な
す
、
大
学
は
理
を
窮

す
な
わ

む
と
説
か
ず
、
た
だ
筒
の
格
物
と
説
く
、
便
ち
こ
れ
人
事
物
上
に
つ

い
て
理
解
せ
ん
こ
と
を
要
す
、
か
く
の
如
く
し
て
ま
さ
に
実
体
を
見

②
 

得
ん
、
所
謂
実
体
は
事
物
の
上
に
つ
く
に
あ
ら
ず
ん
ば
見
得
ず
」
と

い
っ
て
い
る
。

朱
子
の

で
あ
り
「
実
体
の

「
実
学
」
は

「
格
物
」

学
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
周
代
の
民
俗
・
慣
習
・
制
度
等
い
わ
ゆ
る

「
礼
制
」
を
文
献
学
的
に
研
究
し
た
朱
子
の
『
儀
礼
経
伝
通
解
』
の

業
績
と
、
宋
の
乾
道
四
こ
一
六
人
）
年
、
当
時
福
建
省
に
起
っ
た

飢
僅
救
済
を
目
的
に
広
く
湖
東
地
方
に
実
施
し
た
朱
子
の
「
社
倉
」

の
事
業
等
で
あ
る
。
そ
の
点
朱
子
の
「
実
学
」
は
極
め
て
経
世
的
政

治
的
で
、

「
実
学
」
は
「
経
世
学
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
、

こ
れ
は
小
楠
の
コ
ニ
代
の
治
道
」
と
性
格
を
同
じ
く
す
る
。
し
か
し



朱
子
の

は
一
方
「
実
体
の
学
」

で
あ
り
、

「
実
体
」
は

ー「

全
体
大 －
E③き
とさ
同
義
吉玉

で
あ
る

「
全
体
大
用
」
は
学
問
や
事
業

に
お
い
て
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
「
全
体
」
を
い
い
、
そ
れ
は

ま
た
功
利
的
・
虚
無
的
動
機
を
抜
き
に
し
た
朱
子
哲
学
の
絶
対
者
を

指
向
す
る
態
度
で
あ
る
。
そ
し
て
「
全
体
大
用
」
の
具
象
的
内
容
が

「
仁
」
あ
る
い
は
「
同
胞
愛
」
で
あ
る
と
朱
子
は
い
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
ま
た
小
楠
の
「
莞
舜
孔
子
の
道
」
や
「
立
士
山
」
・
「
本
領
」
と

相
照
応
す
る
。
退
擦
の
「
発
端
興
起
」
、
退
野
の
「
立
志
」
、
小
楠
の

「
立
志
」
「
本
領
」
等
、

い
ず
れ
も
朱
子
の
「
全
体
大
用
」
す
な
わ

ち
「
実
学
」
の
翻
訳
語
で
あ
り
、
そ
の
性
格
は
極
め
て
厳
粛
な
二
者

択
一
的
倫
理
で
あ
る
。
か
く
て
小
楠
の
「
実
学
」
は
、
そ
の
学
統
の

小楠学の儒教的思想形態について（今中）

上
か
ら
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
思
想
構
造
の
上
か
ら
も
朱
子
学
の

系
列
に
属
す
る
こ
と
は
も
は
や
疑
い
が
な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
小
楠
が
井
上
哲
次
郎
に
よ
っ
て
陽
明
学
派
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
は
、

朱
子
の
「
実
学
」
の
「
同
朋
愛
」
が
小
楠
に
よ
っ
て
幕
末
国
際
世
界

の
理
解
の
た
め
寛
容
化
さ
れ
過
ぎ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
小
楠
の

ナ
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
か
れ
は
死
を
以
て
償
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

程
冷
静
で
あ
っ
た
。
蘇
峰
が
小
楠
に
水
戸
学
の
影
響
が
絶
大
で
あ
っ

た
と
称
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
小
楠
回
護
の
下
心
が
感
じ

ら
れ
る
。

①
「
沼
山
対
話
」
。

②
「
二
二
、
荻
角
兵
衛
・
元
田
伝
之
丞
へ
」
文
久
元
・
一
・
四
。

③
「
口
、
立
花
」
、
『
杭
井
小
楠
』
下
巻
、
遺
稿
信
刷
、
て
講
義
、
「
古
尭
舜
の
道

に
則
と
り
大
経
大
論
を
施
し
其
民
至
治
を
京
む
り
、
其
諸
侯
盛
世
の
化
を
承
順
す

べ
き
時
な
り
。
然
る
に
民
生
大
道
の
要
を
識
ら
ず
＝
一
代
の
治
に
目
的
な
く
し
て
、

徒
に
時
勢
の
危
迫
を
延
ひ
心
目
舷
惑
し
勿
々
一
然
と
し
て
一
簡
の
知
数
を
以
て
世
を

救
正
せ
ん
と
欲
す
、
難
ひ
哉
。
彼
の
所
謂
諸
侯
王
は
帝
室
骨
肉
の
親
な
る
を
却
て

縦
敵
の
思
を
な
し
削
弱
離
聞
の
策
を
施
さ
ん
と
欲
す
る
の
怠
旨
仁
義
地
を
掃
っ
て

絶
え
私
曲
偏
浅
、
如
何
ぞ
天
下
の
平
治
を
得
ん
や
」
。

④
『
王
陽
明
年
譜
』
正
徳
一
六
年
の
条
。

⑤
⑥
⑦
「
沼
山
対
話
」
。

③
「
一
回
三
、
街
許
へ
」
文
久
三
・
＝
一
・
九
、
小
楠
在
福
井
、
「
イ
ギ
り
ス
よ
り

三
条
の
申
出
御
取
り
上
げ
無
之
候
へ
ば
南
抜
大
阪
へ
乗
り
込
候
か
薩
州
へ
仕
懸
候

か
ニ
ツ
の
聞
に
て
誠
に
無
謀
成
る
事
に
落
入
申
候
。
：
：
：
自
然
大
乱
に
も
相
成
候

へ
ば
沼
山
津
御
依
居
は
気
遣
し
く
御
座
候
間
敬
之
助
方
に
御
同
居
被
成
候
様
一
奉
存

候
。
沼
山
津
之
屋
敷
は
岩
男
に
で
も
又
左
衛
門
に
で
も
御
あ
づ
け
よ
ろ
し
き
様
御

世
話
被
成
候
方
に
奉
存
侠
」
。
文
久
＝
一
年
六
月
下
関
事
件
、
七
月
薩
英
戦
争
に
先

立
っ
て
、
福
井
に
あ
っ
て
こ
の
危
機
を
前
以
て
察
知
し
た
小
楠
は
、
な
ん
と
も
早

手
廻
し
に
、
沼
津
に
い
る
女
房
の
お
っ
せ
て
大
乱
に
な
っ
た
時
の
避
難
方
法
ま

で
指
示
し
て
い
る
。

⑨
「
沼
山
対
話
」
、
「
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
の
割
拠
見
、
ロ
ジ
ヤ
は
ロ

γ
ヤ
の
割

拠
見
に
て
各
の
一
国
々
々
の
議
論
主
張
致
候
故
追
々
惨
恒
の
戦
争
引
起
し
、
巳
に

近
年
両
国
療
を
櫛
え
五
年
か
」
1

年
内
に
大
乱
に
歪
り
可
申
、
：
－
真
実
公
平
の
心

に
て
天
理
を
法
『
ワ
、
此
割
拠
見
を
抜
け
候
ば
近
世
に
て
は
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ

γ
ト

ン
一
人
な
る
べ
し
」
。
割
拠
見
は
四
海
兄
釦
の
逆
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
V
ア
の
衝

63 ( 63) 



突
は
五
年
十
年
に
迫
っ
て
い
る
と
小
楠
は
見
て
い
る
。
し
か
も
英
露
の
衝
突
の
場

は
対
島
附
近
と
見
る
の
が
小
楠
の
見
解
で
、
そ
の
た
め
日
本
外
交
の
困
難
さ
と
慎

重
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
つ
づ
け
る
。
こ
こ
に
も
西
洋
の
「
四
海
兄
弟
」
は

思
想
で
は
な
く
て
、
現
実
の
功
利
の
一
面
に
す
ぎ
な
い
こ
と
の
証
拠
が
あ
る
と
小

摘
は
い
う
。
し
か
し
も
し
世
界
に
本
当
の
「
四
海
兄
弟
」
主
義
者
が
あ
れ
ば
ワ
シ

ン
ト
ン
を
挙
げ
る
と
い
う
の
が
小
楠
の
一
貫
し
た
主
張
で
あ
る
。

⑪
⑪
「
沼
山
対
話
」
。

⑫
「
二
、
文
武
一
途
の
説
」
嘉
永
六
・
一
、
『
横
井
小
楠
』
下
巻
、
遺
稿
篇
、
第

て
論
著
。

⑬
「
五
、
海
軍
問
答
書
」
元
治
元
・
三
、
問
、
第
一
、
論
著
。

⑬
「
入
、
海
外
の
形
勢
を
説
き
併
せ
て
国
防
を
論
ず
」
問
、
第
て
論
著
。

⑮
「
六
、
国
是
三
諭
」
万
延
元
、
問
、
第
て
論
著
。

⑮
「
六
、
国
是
三
論
」
、
「
墨
利
堅
に
於
て
は
華
盛
頓
以
来
三
大
規
模
を
立
て
、
一

は
天
地
聞
の
惨
毒
殺
裁
に
超
た
る
は
な
き
故
天
意
に
則
て
字
内
の
戦
争
を
息
る
を

以
て
務
と
し
、
一
は
智
識
を
世
界
万
国
に
取
て
治
教
を
博
益
す
る
を
以
て
務
と
し
、

一
は
全
国
の
大
統
領
の
権
柄
賢
に
誠
て
子
に
伝
へ
ず
、
君
臣
の
義
を
廃
し
て
一
向

公
共
和
平
を
以
て
務
と
し
、
：
：
：
」
。

⑫
「
六
、
国
是
三
論
」
。

⑬
「
沼
山
閑
居
雑
詩
十
首
」
。

⑮
「
ニ
＝
一
九
、
小
河
弥
右
衛
門
へ
」
、
安
政
＝
一
年
こ
ろ
。

③
『
横
井
小
楠
』
上
巻
、
第
一
八
章
。

③
『
朱
子
文
集
』
一
四
、
乞
修
礼
書
劉
子
。

②
『
朱
子
語
類
』
｝
五
。

＠
大
塚
退
野
「
体
験
説
」
、
『
字
斎
存
稿
』
巻
之
二
、
「
陽
明
は
格
物
の
訓
の
み

異
な
る
に
あ
ら
ず
全
体
の
学
聖
門
の
教
に
叶
ひ
不
申
候
得
ば
従
ひ
可
申
様
も
な
く

候
、
朱
子
の
学
は
程
子
の
流
を
得
て
全
体
大
用
悉
く
聖
門
の
教
に
か
な
ひ
候
得
ば

格
物
の
説
も
博
文
約
礼
明
善
誠
乎
身
博
学
審
問
慎
思
明
弁
篤
行
学
而
時
習
之
等
の

聖
語
に
其
道
一
な
り
候
得
ば
う
た
が
ふ
べ
き
様
も
な
く
候
。
専
ら
湾
信
じ
て
力
め

行
ベ
き
事
必
然
に
候
」
。

〈
同
志
社
大
学
教
授
）
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On the Confucian Form of Thinking in 

the Shonan小楠 Theory

by 

Kanji Imanaka 

Shonan Y okoi横井小楠 hada perfectly good command of Confucianism 

through his study of Chu-tzu's朱子 theoryfor twenty-five years in the 

Jishukan時習館 ofthe Higo肥後 clanand later research activities, and 

the prominent characteristic of the Shonan’s小楠 theoryconsists in the 

fact that his scholarship gave the fundamental principle to his idea and 

enterprises among which were his lecture of Jitsugaku実学， management

of Jishukan by the Jitsugaku Party, reformation of education and politics 

in the Fukui福井 clan,proposition of opening the country to foreign 

intercourse, organization of the Jitsugaku心δnδ 実学豪農 Party,study of 

Christianity, and anti-shogunate movement by the lords' alliance, and 

after his death the clan administration by the Jitsugaku-Gono Pa此Y,

organization of the Kumamoto熊本 Band,and guidance of Doshisha同

志社 andDoshisha Church. 

These series of Shonan’s enterprises were all penetrated by the pr・in-

ciple of new Confucianism, that is, Shonan’s“Jitsugaku”“the way of 

Yao・shun・K’ung-tzu桑舜孔子，” or“the、wayof T'angyil-san-tai唐虞三代．”

In the educational history of the Higo肥後 clanwere a long tradition 

including the theories of Ansai’s闇斎， Sorai’s但彼， Mito’s水戸， Banzan’s
蕃山 andYang-ming’s陽明， butthe theory, supported by Shonan, was 

Taiya Otsuka’s大塚退野 whowas active in the period of Horeki宝暦

when Jishukan was established, and Taiyぜs退野 theoryoriginated from 

that of a Korean Li-t'ui-ch'i李退渓 inthe sixteenth century. T’ui-ch’i’s 

退漠“Tzu-sing-lu”「自省録Jwas introduced in to Japan at the Korean 

War, and he was followed by the Ansai’s闇斎 andTaiya’s theories. 

His theory was the pure Chu-tzu’s朱子 theory,especially expelling 

the literal and commentary side of, Chu-tzu's theory and making 

it his duty to straighten the real morals and politics. T'ui-chi’s 

“Fa-tuan-hsing-ch'i”「発端興起Jand Taiya’s“Risshi-Honryo”「立志・本

領」 werevery moralistic at this point, and this is called “Jitsugaku” 
on the other, which means direct connection of moralistic feature to 
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actual e妊ect,and it was Jitsugaku itself which had been called by Chu-

hsi朱窯．

In Chu-tzu's dualism universality always goes ahead of individuality, 

such as reason and spirit, or learning and morals. On the contrary, in 

Yang-ming’s陽明 theoryindividuality holds pantheistically the seat of 

monism, and “Liang-chih”「良知」 inChina is at once Chinese itself and 

particular in“spirit." Though the Shonan’s theory even sometimes 

denied the Chu-tzu’s, it could understand the European because it re-

mained in the Chu-tzu’s dualism. The object of this article is to demon-

strate the form and genealogy of above-mentioned Shonan’s idea. 

Universality of the T’ang唐 Dynasty

by 

ZitsuzδTamura 

This article is a revised one of the public lecture in the meeting of 

the Shigaku Kenkyukai, or the Society of Historical Research, on Novem-
ber 2, 1967. 

The T’ang唐 dynastyis called the world empire in general, but the 

conception of these words is too uncertain. Then, we explain the uni-

versality of the T’ang dynasty from the four points ; (1) its relation to 

the East-Asian world, (2) the Lii-ling律令 systemas one of the charac-

teristics of the T’ang dynasty, (3) its relation to the North-Asian world, 
and (4) its universality through the Rebellion of An-shih安史．

Genealogy and Development of the Culture in the 

Early Metallic Age in Korea and Japan 

by 

Takaichi Kondδ 

To trace the genealogy of bronze produced in the Yayoi弥生 culture,

spear-heads are treated in this article. In China in the latter half of 

the Yin殿 dynastyappeared the spear-heads with ears at the socket, 

but in Chung-yuan中原 andHo-pe河北 afterthe period of Si-chou西

周， thecopper arms with no ears but a hole, and tz’u・pu刺部 ofChia 
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